
 

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 

～第４１回公民館研究集会・令和７年度地域づくり市民活動研究集会～ 

 

 

記 録 集 

 

 

 
 

 
開 催 日   令和８年２月１５日（日） 

 

会 場   松本市中央公民館（Ｍウイング）他 

 

 

主催 松本市・松本市教育委員会・松本市地域づくり研究連絡会 

主管 未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会 

 



 

目  次 

 

 

 

 

 

全体資料  

開催要項 1 

 

基調講演 

 

多様性
ば ら ば ら

 ×
だけど

 協働
ひとつに

 = 新しい価値
わくわく

 3 

 

分科会 

 

第１分科会 みんなで進める物語！ 

多様なアクターがつながる地域活動 

49 

第２分科会 みんなでつくる安心のまち 

～暮らしを支える地域の仕組み～ 

53 

第３分科会 子どもの経験値を増やすコミュニティ・スクール 

～大人になるまでにできること～ 

66 

第４分科会 みんなの「顔が見える」地域をつくろう！ 

 

84 

第５分科会 身近にある資源に気づく、地域と共に活かす 

～流れを知り、視点を変える～ 

88 

 

実践事例の掘り起こし 

 

 

活動実践事例一覧表 97 

  



未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 

～第４１回松本市公民館研究集会・令和７年度松本市地域づくり市民活動研究集会～ 

開催要項 
 

１ 趣 旨 

高齢化・人口減少を始めとした社会状況の急速な変化や、人々の価値観・生活スタイル

の多様化等を背景に、私たちの地域はいま、大きな転換期に直面しています。 

担い手不足が顕著となる中、若者等を含めた多世代による活動の推進や持続的な地域コ

ミュニティの形成が求められるだけでなく、個人が地域で自分らしく生きられる共生社会

やウェルビーイングの実現を図るためには、地域と行政とが協力し、一体となって課題解

決に取り組んでいく必要があります。 

本集会は、各地で取組みを展開する住民・職員が一堂に会し、身近な地域や生活・暮ら

しの課題について共に考え、互いに学びあうことで“気づき”や“つながり”を持ち帰り、

再び地域の実践に生かしていくことを目的として開催するものです。 

 

２ 期 日  令和８年２月１５日（日） 

 

３ 会 場  松本市中央公民館（Ｍウイング）他 

（松本市中央１－１８－１ 電話:32-1132／FAX:37-1153） 

※第３分科会 会場：松本市立旭町中学校（松本市旭 3-7-1） 

※第５分科会 会場：サンプロアルウィン（松本市神林 5300） 

 

４ 主 催  松本市、松本市教育委員会、松本市地域づくり研究連絡会 

 

５ 主 管  未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会 

 

６ 日 程 

9:00 9:30～9:45 9:45～11:50 11:50～13:00 13:00～16:30 

受付 開会式 全体会（基調講演） 昼食 分科会 

 

７ 開催内容 

⑴ 開会式 

⑵ 全体会（基調講演） 

  ア 演 題  多様性
ば ら ば ら

 ×
だけど

 協働
ひとつに

 ＝ 新しい価値
わくわく

 

 イ 講 師  早坂 淳 氏（長野大学社会福祉学部教授） 

ウ 内 容  

一度きりの人生です。幸せになりたいですね。自分らしく（人と違うかたちで）生

きることも幸せですし、つながりの中で生かされることもまた幸せです。では「幸

せ」を地域社会を単位にして考えてみたらどうでしょうか。そこで暮らす人が自分ら

しく生きるばらばら（多様性）にあふれる地域がいいのか、それともひとつにつなが
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る（協働）地域の方がいいのか。この問いに、対話と共感をテーマにして、一緒に納

得のいく答えを探す講演会です。 

 

⑶ 分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 集会の配信について 

集会に関連する動画を編集し、後日 YouTube にて配信する予定です。 

 

９ 参加申込について 

２月６日（金）までに、専用フォーム（LoGo フォーム）へお申し込みいただくか、最寄

りの地区公民館、または集会事務局（中央公民館）へ電子メール、電話、ＦＡＸ、窓口で

お申し込みください。 

※ 申込み時の確認内容：氏名／住所／電話番号／参加希望分科会 

※ 手話通訳、要約筆記通訳、託児保育が必要な方は参加申込み前にご相談ください。 

【集会事務局】 

〒390-0811 松本市中央１－１８－１ 松本市中央公民館（Ｍウイング） 

電話：0263-32-1132／FAX：0263-37-1153 

E-mail:gakushu@city.matsumoto.lg.jp 

 

10 その他 

 松本市営中央駐車場（Ｍウイング北棟）は有料です。公共交通機関等での参加にご協力

ください。 

 テーマ 

第１分科会 みんなで進める物語！多様なアクターがつながる地域活動 

第２分科会 
みんなでつくる安心のまち 

～暮らしを支える地域の仕組み～ 

第３分科会 
子どもの経験値を増やすコミュニティ・スクール 

～大人になるまでにできること～ 

第４分科会 みんなの「顔が見える」地域をつくろう！ 

第５分科会 
身近にある資源に気づく、地域と共に活かす 

～流れを知り、視点を変える～ 
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基 調 講 演 

   

【テーマ】 多様性
ば ら ば ら

 ×
だけど

 協働
ひとつに

 ＝ 新しい価値
わくわく

  

【講 師】 長野大学社会福祉学部 教授 早坂 淳 氏 

 

（講師プロフィール） 

筑波大学大学院一貫制博士課程人間総合科学研究科学校教育学専攻、筑波大学教育学系準研究員、

長野大学福祉学部講師、准教授を経て、2020 年４月より現職。「 協働」 学校運営協議会制度「（コミュ

ニティ・スクール）」 対話と共感」をキーワードに、地域と学校による協働はいかにして可能か、 多

様性「（ばらばら）を協働「（ひとつに）するには？」をテーマに研究。長野県コミュニティ「・スクール

アドバイザーとして、多くの講演会や研修を実施。 

 

 

皆さん、おはようございます。ご紹介いただ

きました、長野大学の早坂淳と申します。 

今日は松本市の皆さんと一緒に、このスライ

ドに出ているテーマ「（ 多様性×協働=新しい価

値」）を考えていきたいと思います。 

 多様性」は今、色々なところで聞かないこ

とがないワードになっていますが、同時にその

扱いには難しさがあります。例えば、外国人住

民の方を受け入れる際の私たちの振る舞いの

仕方、そこに多様性との付き合い方のようなも

のが、もろに表れたりします。世界的に見ても、

外国人を排斥する動きは、多くの国で見られる

ものになっています。それくらい私たちは、自

分と違うものと共にあるということに、非常に

難しさを感じる生き物なのだということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：早坂 淳 氏 

この「 ばらばら」ともいえる多様性を、どの

ような形で組み合わせると、私たちは一つに

なっていけるのか、そこを今日は皆さんと一緒

に考えていきます。もし、本当に世の中にある

多様性をうまく組み合わせることができて、私

たちが緩やかに一つになることができれば、そ

の一番奥にあるゴールは「 世界平和」だと思っ

ています。 

多くの価値観が世界にありながら、その価値 

観を一つに固めてしまうのではなく、かといっ

て、つながりのない本当に「 ばらばら」の状態

で放置するのでもなく、 ばらばら」を緩やか

につないだときに、私たち人類、ホモサピエン

スは、これまでにたくさんの面白い価値をこの

世界に生み出してきています。 

今日はそういったことを、教育学を中心に、

社会学、心理学、文化人類学あたりをひも解き

ながら、皆さんと一緒に考えていく時間とした

いと思います。 

始める前に一つお伝えしておかなければい

けないことがあります。それは、お手元にある

資料に、今日の講演の内容が、具体的には示さ

れていないということです。大体このような基

調講演では、その講演で使用する資料「・スライ

ドが余すことなく配布資料として渡されるも

ＱＲ 

コード 

↑松本市公民館公式チャンネ

ルで動画をご覧になれます。 

3



 

 

のですが、私の講演スタイルは、事前に作った

ものをそのままお話しするという方法を取り

ません。 

いくつかお話ししたいテーマを決めておい

て、お話ししていく中で、皆さんの表情やうな

ずき、スマートフォンで写真を撮っていただく

動きなど、そういった反応を受け取りながら、

その場で資料を組み替えていくやり方をしま

す。つまり、こちらが言いたいことと、皆さん

が聞きたいことをうまく合致させて、一緒に資

料を作っていく、そのような講演にしたいと

思っています。 

そのため、資料を事前にお配りすることはで

きませんが、講演が終わったあと、皆さんにお

持ち帰りいただくことはできます。また、作成

者「（長野大学「：早坂）を明示いただければ、ど

のようにご活用いただいても構いませんので、

スマートフォンで撮影していただいても全く

問題ありません。どのような形で使っていただ

いても結構です。皆さんのまちづくり、あるい

は学校教育や社会教育の振興に役立てられる

のであれば、この資料をいかようにもお使いい

ただければと思います。 

早速ですが、皆さんに質問をさせていただき

ます。これは質問の体を成していますが、私が

普段考えていることを、自問している質問とも

いえますので、答えがあるわけではありません。

むしろ皆さんから答えを聞きたい、そのように

思っています。 

今日はクエスチョンが、多いと 10 数個出て

きますが、一つ目の質問はこちらです。 

 

 

Ｑ１ まちづくりって何だろう？ 

 

この大会のタイトル「 未来へつなぐ私たちの

まちづくりの集い」にもある「 まちづくり」と

は一体何でしょうか。何をすることが「 まちづ

くり」と呼べるのか、この質問から今日は始め

ます。 

資料を皆さんと一緒に作りながら、 まちづ

くり」の答えを、それぞれの方にお持ち帰りい

ただける、そういった時間になるといいと思っ

ています。 

ちなみに、 まちづくり」について、私の思

いを少しお伝えしておきます。 

私は、上田市を中心に、様々な人が緩やかに

つながりながら、新しい「 わくわく」を生む活

動に端から顔を出し、その実践を理論化したり、

学問的な理論を武器として現場の皆さんにお

届けしたりということを、日常的にやっている

人間です。 

上田市のほか、いくつかの自治体で住民自治

組織の立ち上げに関わり、住民自治組織をより

盛り上げていくにはどうしたらいいのか、たく

さんの人を巻き込みながら、みんなで運営して

いくには、どういったやり方があり得るのか、

そのようなことを日々、地域の方と一緒に考え

ています。 

そうした私の立場からいうと、「 まちづくり」

は、橋を架ける行為にすごく似ているなと思っ

ています。これはまちづくりではなく、「 教育」

と言い換えても、全く同じことがいえます。 

橋、つまりそれがないと渡れない場所に、私

たちは橋を架けます。こちら側から向こう側に

橋を架けるわけですよね。 

橋を架けるときは、まず、今自分たちがどこ

にいるのか、これが分かっていないと橋は架け

られません。その上で、どんなまちを作ってい

きたいのかという未来と、今私たちがどこにい

て、ここからどこに行きたいと願うのか、この

二つが揃うと、最低限、橋の始まりと終わりを

決めることができます。 

 まちづくり」や「 教育」は、まさにこの橋

を架ける行為そのものだと思っています。今、

私たちがいる現在から、ここから先の松本市を

考えたとき、橋を架けます。 

ただし、橋を架けただけでは意味がなく、渡

りたいと思う人を増やしていく必要がありま

す。つまり 願い」が必要なのです。 
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今、私たちはここにいる、そしてこれからの

未来をこう願う。だから橋を架けますが、そち

らの未来に行きたいと思う人をたくさん増や

す必要があります。そう考えると、今私たちが

どこにいるのか、この認識がある程度揃ってな

いと、「 まちづくり」はできません。「 教育」も

ばらばらになります。 

 

 

Ｑ２ どちらの途（みち）を選びますか？ 

 

二つ目のクエスチョンです。今、私たちの目

の前には大きな分かれ道がある、よくそのよう

にいわれますが、皆さんだったらどちらを選び

たいか、教えていただければと思うのです。 

二つの道は、こんな分かれ道（30 ページ上

参照）を想像してみてください。 

どちらの方角を選んでも、おそらくそこには

幸せが待っています。どちらでもいいではない

かと思うかもしれませんが、かなり大事です。 

左側の赤い道は、強いリーダーが導いてくれ

ます。そのリーダーが何でもちゃんと決めてく

れるのです。だから、そこにいるメンバーは共

通の見方「・考え方のもとで、リーダーの背中を

見ながら追いかけていけばいい。 

リーダーの判断は非常に合理的なので、元気

よく返事をして付いていけば、そこにはおそら

く安定した未来が待っているのだろうと思い

ます。 

かたや、右側の青い道には、強いリーダーは

いません。強いリーダーがいない代わりに誰が

いるかというと、自立した市民がいます。一人

ひとりが自分の頭で物を考えようとします。ゆ

えに何が起きるかというと、多様な見方、考え

方がたくさん出てくるのです。 

この多様な見方「・考え方が、今日のキーワー

ドの一つ、いわゆる「 多様性」です。多様性が

ある程度ないと、新しいアイディアは生まれて

きません。ただし、多様性が強くなりすぎると、

私たちはまとまりを欠きます。 

このバランスの間で、私たち人類は何とかこ

こまでやってきた。人類がサルから分岐した約

700 万年前から、世代でいうと、私たちのお父

さんお母さんからさかのぼること約 20 万から

30 万世代前から、私たちは多様性と秩序のバ

ランスを取りながら生き残ってきたわけです。 

納得できる合意形成がとても難しい道です。

みんなが好きなことをいうと、議論はなかなか

集約していきません。物事が決まらず、対話ば

かり続けられると、だんだん私たちはイライラ

してきます。結局どうするのだ、私たちはどう

すればいいのか、誰か決めてくれ、と言いたく

なるときがあります。 

強いリーダーをついつい求めてしまいます

が、青い道にはリーダーはいません。結局、青

い道は、対話という荒波を覚悟しないといけま

せん。 民主主義」というやつです。 

私たちは、みんながそれぞれ違いを持って生

まれ、その違いを拡大するように成長していき

ます。その違いをうまく生かせる地域にはきっ

と輝きがあるけれど、逆に対話を諦めてしまう

ことで、対話に疲れてしまうことで、一気に赤

い道に流れてしまうこともあります。 

今、日本を含めて、世界の中では赤い道を選

ぼうとする国や地域が、多くなってきていると

私は考えています。強いリーダーにお任せして、

考えることをやめて従っていく未来は、もしか

したらうまくいくかもしれませんが、私はあま

りその未来に楽観的な思いを抱いていません。 

人類の歴史をひも解いてみると、私たちホモ

サピエンスは、強いリーダーにお任せをして考

えることをやめたときに、歴史上とてつもなく

悲惨なことを繰り返してきている生き物でも

あります。 

つまり、考えるのをやめてはいけない。それ

は分かっているのですが、対話は難しいですよ

ね。そういった難しさがある中で、何とか対話

を諦めない皆さんが、今日お集まりなのではな

いかと思います。 

ちなみに哲学でいうと、赤い道を主知主義
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（Intellectualism）と呼びます。主知主義の

考え方の基本は、いい仕組みが整えば、人間は

幸せになれるというものです。そのため、仕組

みが大事です。人間がどう考えるのか、どう判

断するのかではなく、仕組みのもとで、人間が

自動的に適切な判断や選択ができるようにし

てあげる。これを主知主義と呼びます。 

かたや青い道は、主意主義（Voluntarism）

と呼びます。一人ひとりが、地域のことを自分

ごとと捉えて、ボトムアップで物事を変えてい

こうとするやり方です。 

皆さんは、今の段階でどちらの考え方により

近いのか、そして今日、話を聞いた結果、どち

らの道が松本市にとってより適切とするのか、

その辺りを一緒に考えていきたいと思ってい

ます。 

 

 

本日の話の流れ 

 

このあとの流れですが、一つ目に 多様性」

の話から始めます。私たちが大事だという多様

性、しかし扱いが難しい多様性、これは一体何

なのかという、そもそも論から考えます。 

時間軸でいうと「 今」の話をします。橋でい

えば、架ける手前側の話です。ここが決まらな

いと、未来に向けて橋を架けようがありません。

今、私たちがどこにいるのかということを、「 多

様性」をキーワードに一緒に考えます。 

二つ目に「 協働」の話をします。私は長らく

この協働を理論的、実践的に研究してきた教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学者の一人です。協働という言葉は色々なとこ

ろで聞きますし、行政にも協働に関わる部署が

色々なところにあります。 

協働とは一体何なのか。 ばらばら」を一つ

にまとめてしまうことなのか。それとも、 ば

らばら」をある程度残したまま、緩やかにつな

いでいくことなのか。その点を、未来を軸にし

ながら考えます。 

これら現在と未来の話が整うと、橋をどこか

らどこに向けて架けるかのビジョンを持つこ

とができます。ただ、先ほどもお伝えしたよう

に、橋には渡りたいと思わせる魅力がなくては

なりません。そこを渡ってみたいと思う人が増

えないと、橋を架けた意味がありません。 

三つ目は、新しい価値の橋を架けるというこ

とを、私たちの「 願い」をテーマに、一緒に考

えていきたいと思います。 

 

 

テーマ① 現在：多様性（ばらばら） 

 

多様性を現在の時間軸で考えてみましょう。

 ばらばら」は、いいことなのでしょうか？そ

れとも、できるだけ「 ばらばら」でない方がい

いのでしょうか？ 

まず、多様性という考え方については、いく

つかの類型があります。ひと言に多様性といっ

ても、その内側にたくさんの意味の多様性がご

ちゃ混ぜになっています。 

多様性について、多くの方が最初に思い浮か

べるのは、 統計的な多様性」です。ある種、

表層的な多様性で、男なのか女なのか、若いの

か若くないのか、何人なのかといったように、

データとして処理できるタイプの多様性です。 

私は最近、男女共同参画の仕事も色々とやら

せてもらっていますが、男性ばかりの場所に女

性を入れるだけでは、この統計的な多様性を少

し動かしているだけに過ぎません。大事なのは

 女性か、男性か」ではなく、女性の物の見方

を持っている人の発言を、私たちがいかに取り
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入れるかなのです。 

例えば大学教員についても、積極的に女性を

雇用しようという動きがありますが、女性を雇

用するだけでは意味がありません。女性ならで

はの観点、男性だけでは見えないものを、聞こ

えないものを聞かせてくれる、そういう人を取

り入れる必要がある。したがって、男性っぽく

ない物の見方をしてくれる人であれば、場合に

よっては男性でもいいのです。 

最近の脳神経科学の研究で、物の見方は、神

経発達によっても決まることが分かってきて

います。この会場にいる皆さんも、神経学的に

は、かなり「 ばらばら」なはずです。少し試し

てみましょう。 

皆さん、昨日の夕飯を思い出してください。

何を召し上がったでしょうか？昨日はまだ大

丈夫ですよね。２日前はどうでしょうか？この

辺から怪しくなってくる方がいらっしゃいま

すが、今、なぜ質問をしているかというと、私

たちは記憶を呼び覚ますそうとするときに、身

体に特徴が出ます。 

目を上に上げる方や思いきり上を向いてい

る方が、何人もいらっしゃいました。このよう

な動作をする方は、上の方に仮想モニターのよ

うなものを置いて、視覚的に記憶を呼び覚まそ

うとしています。一般的にこういう方を「 視覚

優位」といいます。 

一昨日の食事を思い出そうとして、上を向い

た方の多くは、目で見て情報をインプットしよ

うとする力がとても強い。逆に、今日この講演

で、私がスライドを使わなかった場合、手元に

概要の資料もなく、しゃべり続けた場合、多く

の方は私が言うことを拾えなくなります。 

耳からの情報が受け取りにくい。学校の学習

面、生活面で指導に難しさのあるお子さんの多

くがこのタイプです。学校の授業では先生がよ

くしゃべりますが、耳からでは指示が通らない

お子さんが、教室には結構な割合でいます。 

上を向かなかった皆さんは何なのかという

ことですが、ちょっと視線を落とす、あるいは

どこを見ているか分からないような顔をされ

て、重心を少し下に下ろすような動作をされる

方がいらっしゃいます。この会場でいうと３割

ぐらいがそういう方だったかと思いますが、多

くは「 聴覚優位」の方です。耳からの情報がイ

ンプットしやすいため、もしかしたらそういっ

た方は、ラジオが好きだったりするかもしれま

せん。 

私は、典型的な「 視覚優位」の特性を持って

いるため、音声情報というのはほとんど入って

きません。ですから、小学校、中学校では勉強

が全然できませんでした。本当に勉強ができな

かったので、自分は頭の悪い子なのかなと思っ

ていたのですが、違うのです。私の特性に合っ

た授業が、あまりなかったということです。見

せていただければ分かったのです。そのため今

日の資料は、神経多様性的に、どの特性の方が

会場にいても、分かるように作っています。 

もう一つのパターンをいうと 体感覚優位」

の方がいます。思い出そうとしたときに、体を

触り出した方がいますね。あごを触ったり、腕

を組んだり、体に感覚刺激を与えることで記憶

を呼び覚まそうとする人がいます。 

小学校の低学年に体感覚優位の子どもがい

ると、授業中じっと座っていられません。動か

ないと頭が回らないからです。だからずっと

座って学習することは、特性が体感覚優位であ

る人には、あまりいいやり方ではないのです。 

神経の発達の仕方によって、私たちは世界の

見え方を変えていきます。これを「 神経多様性」

と呼びます。男か女かは関係ありません。統計 
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学的に、男性の方が視覚優位の人が多いとはい

われていますが、それよりも個人差の方が圧倒

的に大きいのです。 

私たちの神経、大脳と首の中を通っている中

枢神経と体中の末梢神経、この神経のネット

ワークで私たちは世界の何かを受け取って、何

かを受け取らないようにできています。同じも

のを見ても、同じものを聞いても、同じものを

食べても感覚が違うのは、この神経多様性によ

るところが大きいのです。 

神経多様性にも一部被りますが、同じものを

見ても、感じ方、見方、考え方が違う、この違

いを 認知的多様性」といいます。 

男女共同参画でいうと、日本は男社会で、男

ばかりで担われていますから、統計的多様性を

増やすこと、女性を増やすこと自体にも意味が

ある国です。ただ、女性を増やすだけではどこ

かで頭打ちになります。大事なのは、認知的多

様性を広げていくことです。 

男性でもいい。女性だけでもいいかもしれな

い。しかし通常、認知的多様性は、性別や生ま

れ持った性格、神経多様性など、色々なものと

つながりながらできていくので、今日、皆さん

にお話するときの多様性のイメージは、認知的

多様性をイメージしてもらうとよいかと思い

ます。 

私たちは、年齢が同じでも、性別が同じでも、

国籍が同じでも、世界の見え方や考え方が異な

ることがあります。生かさなくてはいけない違

いは何かというと、この認知的多様性なのだと

いうことです。 

神経多様性については、脳神経科学的には、

誰一人同じ人間はいないということがいえま

す。元々「 ばらばら」なのです。元々「 ばらば

ら」な人間が力を合わせることは、難しいに決

まっています。 

まず、多様性は、元々そこら中にあるものだ

ということを、皆さんとの共通認識にしておき

たいと思います。 

 

 

前提① 多様性はイノベーションに不可欠 

 

認知的多様性をこれから皆さんと考える上

で、分かりやすい話し方として、結論から述べ

るというやり方を取ってみたいと思います。 

ここからは、 多様性は必要だ」という仮説

に基づいてお話をします。なぜ多様性が必要か

というと、イノベーションに不可欠だからです。

イノベーションというのは、今までなかった新

しい価値や仕組み、制度を生み出すことです。 

私たちの国は、課題先進国といわれて久しい

ですが、もしかしたら、 そんなことはない」

という方がいるかもしれません。松本は、中核

都市の一つですから、人口減少問題について、

まだそれほど大きな危機感はないかもしれな

い。上田や長野の皆さんとお話をすると、やは

りまだ先のことだと思っている方が多い。 

一方、南信の方、上伊那「・下伊那に呼ばれて

仕事にいくこともありますが、そこはもう本当

に強い危機感を持っています。平谷村などは人

口 370 人です。どうやってその人口規模で世の

中を回していくのか。もう誰一人欠かすことの

できないプレーヤーとして、全員が動かないと

回っていかない。 

人口が多くなればなるほど、私たちは誰かに

何かをお任せしたくなってしまいます。しかし、

これからは松本市も例外なく、人が減っていき

ます。人が減っていくということは、これまで

と同じことはもうできない、ということです。 

私たちは、人が減っていくというと、生産年

齢人口の減少や税収の低下といった、ある種ネ

ガティブなイメージを持ちがちですが、もし今

まで以上にイノベーション、つまり、新しい価

値を地域で生むことができれば、人が減ること

自体は、実はそれほど問題ではないといえるか

もしれません。 

新しい価値をいかに頻繁にその地域で誕生

させるか。そこに必須の要素が「 多様性」だと

いうことを、前提として共有しておきたいと思
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います。 

理論的なバックグラウンドはいくつもあり

ます。最後に参考「・引用文献を載せておきます

ので、もし、なぜイノベーションに多様性が必

要なのだろうかと思った方は、文献をご覧いた

だければと思います。 

十分条件ではないため、多様性があればイノ

ベーションが起きるわけではありませんが、イ

ノベーションがあるところには、必ず多様性が

あります。まず、ここを押さえて、多様性は私

たちがうまく扱えるように成長しなくてはな

らない何かだ、というところを、一つ目の前提

にします。 

少しだけ理論の話をします。ここまでの話に

すごく納得している方もいれば、新しい価値は

専門家を集めて、一部の人たちだけで生み出し

ていってもらって、他の人たちはそれを享受す

るだけでいいのではないかと思われている方

もいるかもしれませんので、若干ですが理論を

付け足します。 

なぜみんなが「 ばらばら」だと新しい価値が

生まれるかというと、 イノベーション普及理

論」と呼ばれるイノベーションに関する研究で

分かってきていることでは、理由が三つあるの

です。 

自分と同じ人間だけで占められていると、新

しいアイディアは当然生まれません。自分以外

の人がみんな「 ばらばら」だったとき、合意形

成や話合いが難しくなります。しかしイノベー

ションは、たくさんの人が「 ばらばら」なほう

が、圧倒的に生まれやすいのです。 

その理由の一つ目は、 探索」という言葉で

説明されます。要するに、あちら向いている人

もいればこちら向いている人もいて、そちらを

向いている人もいれば、目をつぶっている人も

いて、といった形で、認知的多様性が多様であ

ればあるほど、見る方向が「 ばらばら」になり

ます。 

誰かが見ている先に答えがあるかもしれな

い、ということなのです。これを単一の価値観

で考えようとすると、そこから見えるものしか

見えないため、正解がその視野に入ってない場

合、物事を良い方向に変えることができません。 

民主主義が面倒なのは、多様性がうまく扱え

ないからですが、民主主義の一番の利点は、多

様な価値観を取り入れられることに他なりま

せん。探索機能が飛躍的に上がります。 

変な人がいればいるほど変な方向を見てい

て、そちらに正解があった場合、物事はうまく

いく。まちづくりは、 若者「・馬鹿者「・よそ者」

によって牽引される、という言葉がありますよ

ね。まさに、この探索機能を上げるということ

なのです。 

地域に住んでいる方は、その地域のことをよ

く知りすぎているがゆえに、半ば諦めの感情を

持つことがあります。 もう何もできることは

ないよ」 昔からこうだったし変わらないよ」

と言われる。私よりも先輩世代の方、南信の方、

これまでご縁をいただいてきたたくさんの方

に言われました。 

それくらい何か物事を変えることは、やはり

難しいのだと思うのですが、そこによそ者、あ

るいは馬鹿者、あるいは若者が入ってくると、

 そんなことないんじゃない？」 できるん

じゃない？」と言い出す人が現れるのです。 

この探索機能がとてもとても大事です。要す

るに、自分と違うことをいう人間がいた方が絶

対いい。 

二つ目は、それをうまく結合させて、みんな

の意見にできるかどうか。ここが問題で、多様

性がつまずくのは、実はほとんどの場合、この

結合の部分です。多くの意見がそこら中にある

にも関わらず、うまく拾えない、拾えたところ

でうまく一つにまとめることができない。 

しかし、多様な意見をうまく、既にある中心

的な考えにインプットすることができれば、そ

こには教育学でいう 共同知」が生まれます。

個人の頭の中だけに入っている知識ではなく、

私たちが集団で作り上げていく「 共同知」とい

う考え方。それは誰か一人が作るわけではなく、
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そこにいるみんなのアイディアが余すことな

く寄せられて、化学反応が起きた結果生まれる

何かです。学問と言い換えても、文化と言い換

えてもいいかもしれません。 

私たち人間はそうやって自分が得た知識や

技能を他の人と共有することで、みんなの経験、

みんなの知識、技能というように結合する力が、

他の動物よりもと極めて秀でている。それが私

たちの特長ですが、これが難しい。なかなか結

合しないのです。女性でも子どもでも、基本的

に少数派の意見は、結合まで届きません。マ

ジョリティーの既得権益層が耳を傾けないか

らです。 

更にいうと、結合して終わりではなく、今度

はそれを社会実装するステージが来ます。つま

り、色々なアイディアがあることを「 探索」で

見つけ、その見えた世界の中で私たちの正解は

どれだろうかと議論をして、対話を諦めず「 結

合」させたら、今度はそれを制度「・仕組み「・実

践として落とし込んでいかなければいけない

のです。この段階にも、実は多様性が不可欠だ

といわれています。 

いわゆる行政的な考え方というのは、みんな

の意見を 探索」して、 結合」するところま

ではとても得意です。しかし、社会実装すると

きは、実装する当事者が動かないと駄目なので

す。行政の皆さんがいくら旗を振っても、地域

の人が「 それ、行政でやってよ」といっている

地域は何も始まりません。 

この実装のレベルにも多様性が必要です。行

政的な感覚を持った人も必要だし、まちの中で

この地域をどうするのだと、自分事にしている

人も必要です。 

ということで、前提の一つ目、新しい価値を

生むときに、多様性はないと駄目なのです。言

い方を変えれば、多様性を排除する地域は必ず

縮小します。息苦しくなります。息苦しい地域

に新しく人は来ません。 

 

 

前提② 私たちは多様性が苦手 

 

私たち人間は、実は多様性がすごく苦手な生

き物としてプログラムされています。多様性を

怖がることで私たちはここまで生きながらえ

てきたのです。 

どういうことかというと、人間のすごく大き

な機能の一つに、物事を分類するということが

あります。何かを見たら、こいつは敵なのか味

方なのかということを、判定せずにはいられな

い生き物なのです。この人は優しいから味方か

なとか、この人は敵なのかなとか。 

この「 分類」という癖を、私たちはやめられ

ません。ニュートラルに物事を見られないので

す。一度敵認定されてしまうと、そう簡単に味

方には戻れません。だから私たちは、気を使っ

てコミュニケーションを取ります。敵ではない

ことを伝えるために、表情を変え、言葉を変え、

ということをたくさんやるわけです。 

なぜ分類が必要かというと、私たち人類が生

き残ってくる中で、常に外には脅威があったか

らです。つまり、本当に敵がいたのです。 

縄文時代までは非常に豊かで、私たち人類は

持続可能な形で物事を積み重ねてきました。縄

文時代は、皆さんが社会科で習ったように、約

１万２千年続きます。人類が一つのものの考え

方、あるいは集団のあり方・価値観のもとで、

それだけ続いたのは縄文時代だけです。多くを

搾取せず、仲間とともにギブ「・アンド「・ギブの

精神で、私たちの先輩たちはずっと生き残って

きました。 

それが弥生時代に入ると、農耕と一緒に戦争

が入ってきます。戦争は、私たちの外の人間が

味方なのか敵なのかの分類が、究極に大事に

なったことを教えてくれます。味方だと思って

近づいて、敵だったらやられてしまいますから。 

そのため、私たちは多様な人間に対して、自

分と違う、あるいは自分たちと違う人に対して、

まずは警戒するというプログラムがなされて

います。そのプログラムの中で約 700 万年生き
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残ってきたために、多様性は基本怖いものなの

です。 

しかし、先ほどお話ししたイノベーション理

論でも分かるように、多様性がないと新しい価

値は生まれません。つまり、この怖さを克服す

る必要があるということです。体が怖がるとい

えばいいでしょうか、細胞の一つひとつは多様

性に向き合うと、「 自分と違う。怖いな」と思っ

てしまう。そこを意思の力で「 大丈夫、敵では

ないのだ」と持っていく必要があります。 

こうして私たちは、自分たちの味方の集団と

敵の集団を分類しながら、脅威から身を守る形

で生き残ってきた。だから多様性がやはり苦手

なのです。 

 

 

バニスター効果 

 

皆さんにぜひ覚えて帰っていただきたい二

つのお話をして、多様性の話を終わります。 

一つ目は、社会心理学で バニスター効果」

と呼ばれるすごく有名な理論です。聞いたこと

がある方もいらっしゃるかもしれません。 

分かりやすいところでいうと、フィギュアス

ケートに４回転半ジャンプというのがありま

すが、歴史的に「 人間にはできない」と思われ

ていた時期が結構あったのです。でもあるとき、

４回転半ができる人が現れると、そのあと、で

きる人が量産されるという考え方があって、そ

れが バニスター効果」ですね。 

これは何が起きているのか。何かを見ること

で、私たちの身体能力が上がるのか。そうでは

なくて、私たちは最初から４回転半が飛べるの

です。だけど、限界を勝手に決めているのです。

私には無理だと言ってしまう、思ってしまう。 

そして、それが実は「 まちづくり」において

も「 教育」においても、一番の壁です。できる

はずのことをできないと諦めている人たちが、

この国にはすごく多い。そうではないのに、

やってみなければ分からないのに、なかなか一

歩が踏み出せない。限界は常に私たちの内側に

あります。その壁を取り払わないといけません。 

最初の人を「 ファーストペンギン」といいま

す。ファーストペンギンを見かけると、そのあ

とのペンギンは、十万羽だろうが何十万羽だろ

うが付いてきますが、最初の 1羽が崖に飛び込

むまで、ペンギンたちは飛び込みません。飛び

込んだら死んでしまうかもしれないから。しか

し大丈夫なのです。駄目などということはない。 

まちづくりにおいてすごく大事なもの、生涯

学習において究極に私たちが磨かなければい

けない感覚は、この バニスター効果」です。 

何なら私たちが地域のファーストペンギン

になればいい。最初は誰もついてこないかもし

れないけれど、一人目が動き出せば、きっと付

いてきてくれます。その一人目は大体、馬鹿者

か若者ですが、皆さん年齢問わず若者ではいら

れますから、地域のしがらみや固定的な価値観

にとらわれず、新しいアイディアを思い切って

発言する、あるいは行動に移してみると、見て

いる人が必ずいます。 

この「 バニスター効果」は、多様性において

すごく大事なのです。つまり、色々な人がいる

と「 バニスター効果」が起きやすいということ

です。誰かが変なことをやっているのです。あ

んなことをやっては駄目だと思っていたけど

意外と面白そうだな、この地域のタブーだと

思っていたことを、よそから来た人がやってし

まったけれど、意外とそんなことないのかな、

と。最初の一人の背中を見るだけでいい。多様

な人が地域にいればいるほど、それは起きやす

くなります。 

 

 

インドの寓話（群盲象を評す） 

 

インドのおとぎ話です。多くの方が聞いたこ

とのあるお話かもしれません。 

インドはとても広いですね。文化圏的にも多

様ですし、言語も複数あるし、宗教にいたって
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は、仏教、ヒンズー教、それ以外の宗教もあっ

て、価値観はまさに多様な国です。だからこそ、

インドで繰り返し語られている「 群盲象を評す」

は、私たちが多様性と向き合う上で、外すこと

ができないお話になるはずです。 

群盲、つまり目が見えない視覚障害を抱えた

方の集まり、６人の目の見えない方がいて、そ

こに誰一人見たことがない、聞いたことがない、

触ったこともない象が現れるというお話です。 

目が見えないので、群盲は一人ずつ、自分の

今いる立位置から触れる場所を触って、 象さ

んってこういう形なんだな」と言うのです。鼻

を触っている人は、 象は太いヘビのような生

き物だな」と言う。牙を触っている人は、 何

言っているのだ。ヘビではなく、これは太い槍

のような生き物ではないか」と。お腹を触って

いる人は、 何言っているのだ、馬鹿なのか君

たちは。象は壁のような生き物だよ」と。足を

触っている人は 木の幹のようだ」と言うし、

尻尾を触っている人は「 ロープのようだ」と言

うわけです。 

目が見えない人はあくまでもメタファーで、

一人ひとりが私たちのことをいっています。

我々人間は、自分が見えているものが客観的に

正しいと過大評価しがちな生き物です。お腹を

触っている人にとってはそれが現実なので、ヘ

ビのような生き物だと言われても、そう簡単に

は受け入れられません。 

しかし、これだけ人々の言っていることが違

うということは、象が思っているよりも大きく、

複雑なのだというところに、たどり着かないと

いけませんね。 

そして、私たちが触れられる象の範囲が限ら

れているということは、自分が触れられない部

位は、誰が触ってくれるのでしょうか。 

この立位置は、なかなか動かせないのです。

自分の立場、経験、価値観、生まれ持っての神

経多様性や認知的多様性が、私たちに今の場所

から動くなという指令を出します。そこから見

えるもので判断しろというのです。 

ただ、人間には目が２個しかなく、前にしか

付いていないため、当然後ろは見えません。そ

れと同じように、象のように大きいものになる

と、全体像を一人で見ることができないのです。 

このインドの「 群盲象を評す」は、実はいく

つかのバリエーションがあって、このあとにい

くつかのオチがあるのです。私の大嫌いなオチ

と大好きなオチを、ちょっとお教えしたいと思

います。 

大嫌いなオチは、ここに目が見える王様が登

場するというものです。嫌いなのですよ。王様

が群盲に教えるというのですね。みんな部分的

にしか合っていない。私は全部見ている。だか

ら象とは何かを教えてあげようとするのです。 

全部が見える人間などいるのか。時々、全部

が見えているかもしれないと思うような人に

出会うことはありますが、その人にしたところ

で、一部分しか見ていません。 

そう、王様なんていないのですよ。私たちは、

時々、誰かを王様に仕立て上げ、その人に全部

を見てもらって、その人に判断してもらうとい

うことをやりがちです。しかし、王様だって人

間です。一部しか見てないはずなのです。 

私が大好きなほうのオチは、群盲が対話を始

めるというものです。ただ、一筋縄ではいきま

せん。みんな言うことが違うので、誰が合って

いるのだという話になるわけです。 

そこで、 協働」の問題が出てきます。つま

り、この「 ばらばら」を生かさないといけない。 

例えば、声の大きい群盲が「 おーい、こっち

に来てみろよ」と言って、みんなが集まってお

腹を触ったら、「 象さんは壁だね」で話が終わっ

てしまいます。これはよろしくない。確かに

壁っぽい一面もあるけれど、象の特徴はもっと

違うところにもあります。であれば、 ばらば

ら」に、色々な人が色々なところを触ってくれ

る状況は、喜ぶべきです。 

ただ、ここからの対話をどうするかが問題で

す。合意形成はどうするのだろう。多数決なの

か。ここに難しさが出てきます。おそらく、ま
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ちづくりや社会教育、学校教育、色々な方の意

見を取り入れながら、みんなで物を決めようと

されている皆さんが、日々感じる難しさはこれ

ですよね。 

この合意形成がうまくいかないと、最悪、戦

争になります。私の見えている世界が正しいと

いうことを、力で示そうとする最悪の状況です。 

けれど、群盲たちは諦めません。どこかで

きっと合意ができるはず。そのためには、自分

の見えている世界が一部なのだということを、

自覚しないといけないということです。他のも

のの見え方があるのだという当たり前のこと

を知る。 

その上で、 あなたからは何が見えるの？」

と、自分ではない人に呼びかけること、それが

対話の一丁目一番地です。 俺はこう思う」も

大事だけれど、自分が見えてないものを教えて

くれる人、自分とは価値観の違う人の中に答え

を探そうとすること、それが私の大好きな「 群

盲象を評す」のオチです。 

 

 

結論：独りでは象の全体像を知りえない 

 

多様性の結論からいうと、一人では象の全体

像は知りえません。一部しか見えないというこ

とですから。これから先、私たちが生きていく

ときに、何が正解なのかが分からないときであ

ればあるほど、多様性を奨励していかないとい

けない、盛り上げていかないといけないという

ことです。 

男女共同参画の流れは、今まで男性的な認知

によって意思決定がされていたこの社会を突

破する、非常に有効な道の一つだと思います。 

もちろん、子どもについてもです。子どもと

いうのは言葉が不十分ですが、学校の先生も日

頃、子どもの声をよく聞こうと言ってくださる

し、子どもの権利条約にも子どもの意見表明権

が明記されていますよね。 

しかし、子どもの意見はなかなか取り入れて

もらえない。子どもたちの言葉の表現力まだま

だだからです。 

子どもたちは、我々大人が失ってしまった感

性で世界を見ていくものの見方をしてくれま

す。これはすごいことなのです。私たちは頭

でっかちです。知識や経験が多くて、物事を

ピュアには見ることができません。 

しかし、幼稚園、保育園、小学校、中学校の

子どもたち、高校生も入れてあげてもいいかも

しれませんが、言語ではないフィルターを通し

て世界にアクセスをしています。そこから何が

見えるのかをちゃんと聞かないといけない。 

子どもの意見を取り入れるのは、子どもがか

わいそうだからではなくて、子どもの意見を取

り入れないと、大人では見えない世界を見てい

る仲間の意見を取り入れないと、突破できない

課題がこの社会にあるからです。 

子どもたちに対して、 今まで声を聞けてな

くてごめんね」と思いつつ、 そこから見える

世界をぜひ教えてもらいたい」という感性を

持って触れ合っていく、そういったことを考え

ていく必要があるのだと思います。女性の声を

聞くときにも同様のことがいえます。 

 

 

テーマ②：未来 協働（ひとつに） 

 

二つ目のテーマにいきたいと思います。 

 ばらばら」の多様性をどうやって一つにし

たらいいのか、ここに難しさがあるということ

を先ほどから繰り返しお伝えしていますが、ど

こをどうしたらよいのか。分かっていることが

いくつもあります。 

まずは、理論的に分かっていることを皆さん

と共有しながら、実践的にどうしたらいいのか

というお話もしたいと思います。 

それ以前に、今私たちがいるこの 2026（令

和８）年は課題だらけです。そして、その課題

を突破するには、新しい価値を生み出していか

ないといけない。今までなかったものの見方や
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考え方を取り入れて、私たちは変わらないとい

けない。その突破口になるのが多様性だ、とい

うのが第１部のお話でした。 

その突破口となる多様性を「 ばらばら」に置

いていてはうまく使えません。多様性がなくな

らないようにしながらつなげる。ギュっと一つ

にして、みんなが同じ方向を向いては駄目です。

みんながそれぞれ違う方向を向きながら、違う

方向を向いた人とどうやってつながるのかと

いう、実践的にすごく難しい話を考えます。 

 

 

Ｑ３ 現代社会の特徴は？ 

 

今私たちが生きている社会の呼び方につい

て、小学校、中学校社会科の教科書には、既に

名前が載っています。何という名前が載ってい

るか、皆さんご存じですか？私たちが生きてい

るこの社会です。 

私たちが今生きている社会は、色々な呼び方

ができます。例えば少子高齢化社会。生産年齢

人口が減って、ここから人口ボリュームがどん

どん縮小していく中で、どう持続可能にしてい

くかを考えなくてはいけない社会。 

他にも色々な呼び名がありますが、一番大き

なインパクトだと私が思っているものを中心

に、皆さんと考えていきたいと思います。 

 第４次産業革命」という呼び方があります。

産業革命。世の中の常識がひっくり返る、天地

がひっくり返るような瞬間です。革命という名

前が付いていることから分かるように、あらゆ

る産業構造が変わり、価値観が変わり、生き方

が変わっていく。その４番目の産業革命の真っ

ただ中に私たちはいるといわれています。 

 産業革命」は、４回もありましたっけ？今

まで習ってきた産業革命は、蒸気機関ができて、

それによって手作りの時代から機械化「・大量生

産の時代に移っていく、というものでした。 

第１次産業革命、この汽車ポッポの時代は、

私たちにとって一番馴染み深い産業革命です。

石炭を燃やして火力を上げて、水を沸騰させて、

体積の膨張率を使って物を動かしていく、非常

にシンプルな仕組みです。 

かなりのエネルギーを生み出すことができ

ますが、「 かなりのエネルギー」で留まるため、

技術革新には更に高いエネルギーが必要にな

ります。例えば、鉄の加工は、石炭でやろうと

すると、できないことはありませんが、凄まじ

い労力がかかります。 

大事なのは、電気を使って物を生み出せるよ

うになった重化学工業で、私たちの国の戦後復

興を支えた自動車産業が、そのど真ん中にある

産業革命です。 

三つ目の産業は、 ＩＣＴ」と書かれていま

すが、情報の革命が起きました。要はパソコン

とインターネットの登場です。 

今、世界５大お金持ち企業、時価総額ランキ

ングは、全部アメリカの企業です。Google「（グー

グル）や iPhone「（アイフォン）の Apple「（アッ

プル）、通販の Amazon（アマゾン）、SNS では

Facebook「（フェイスブック）の Meta「（メタ）な

どです。 

そういった「 プラットフォーマー」と呼ばれ

る企業が、本当に小さな町工場からスタートし

たのが、この第３次産業革命の頃です。吹けば

飛ぶような小さな企業でした。うまくいくはず

がないと、当時の先人たちは笑いました。 

今、世界中どこに行っても Amazon が使えま

す。どこに行っても iPhone を使っています。

世界のどこにいてもコカ・コーラが飲めるとい

う話は、流通の分野でよくされるようですが、

今、世界のどこにいてもインターネットが使え

て、それは Google などのサービスを経由して

提供されています。 

この三つの産業革命を見るだけでも、世の中

が凄まじく変わっていることが分かると思い

ます。蒸気機関が生まれるまでは、人間や馬な

どの動物の力を使い、畑を耕したり、物を運ん

だり、移動したりしていた。移動があまりでき

ない、物を作ることもそれほどできなかったも
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のが、機械によってできるようになった。 

ゆえに、例えば手編みの靴下工場などは、

あっという間に潰れたわけです。機械であれば

一瞬で大量に作れますが、丁寧に心を込めて作

られたものは高い。高いものはなかなか買えな

くなる。価値の転換とともに産業構造の大きな

転換を受け、今まであった仕事がなくなる。当

たり前だったことが当たり前ではなくなるの

です。 

 

 

第４次産業革命 

 

４番目の産業革命は一体何か。今私たちがど

こにいるのかというと、皆さんご存知のとおり、

人工知能です。 

人工知能の進化が止まりません。専門家でも

予測できないレベルで進化しています。まさに

指数関数的な変化です。今までゆっくりと直線

的に進歩していたものが、突然カーブを切るよ

うに真上に進歩することを指数関数的といい

ますが、それが今、人工知能に起きています。 

皆さん、人工知能はいかがですか？仲はいい

ですか？普段使っていますか？人工知能と私

たちが仲良くできるのか、できないのか、今が

まさに分岐点です。 

このスライドの絵（36 ページ下参照）その

ものが、人工知能に書いてもらった絵ですが、

左の絵のように、我々人類が人工知能と手を携

えてともに発展していくという未来と、右のよ

うに、人工知能によって私たちが支配されてい

く未来。これらは今、どちらも予測されていま

す。ＳＦの話ではありません。 

大学生を見ていると、世の中の動きがよく分

かるので、大学の教員やっていてよかったなと

思うのですが、大学生たちは今、何か問題が

あったときに人に相談をしません。最初からＡ

Ｉに相談します。恋愛についてもです。 

誰々さんのことを好きになったのだけれど、

LINE が返ってこない。こういうときの対応と

して絶対に避けなければいけないことは何か、

とＡＩに相談をして、ある程度自分の答えを

作ってから人に相談します。 

ある種、私にとっての眼鏡のような存在に

なっているのかもしれません。私は視力がすご

く弱いので眼鏡を外すと何も見えませんが、眼

鏡があれば、他の方と同じような生活を送るこ

とができます。ＡＩは今の学生たちにとって眼

鏡のような存在で、体の一部なのです。 

眼鏡との一番大きな違いは、ＡＩが体の一部

になることで、考えなくなってしまうというこ

とです。 

例えば、第 1 次産業革命で蒸気機関ができ

て、第２次産業革命で車ができて、私たちは歩

けなくなりました。車が社会実装される前、私

たちの先輩方は当たり前のように１日 40 キロ

50 キロと歩いていましたが、今の私たちはそ

こまで歩けません。 

つまり、移動のエネルギー負荷をテクノロ

ジーに頼るようになったことで、私たちは、身

体的には圧倒的に弱くなりました。ただ、自分

でジムに行ったり歩いたり走ったり、色々と運

動をすることで、何とか補うことはできます。 

人工知能の危ないところは、考える部分をＡ

Ｉに依存してしまうことで、考えなくなるとい

うことです。これは本当に怖いです。 

私たちが考えなくなると何が起きるか。冒頭

の右と左の分岐の話です。左には強いリーダー

がいて、右には自立した市民がいます。自立し

た市民の定義は、自分で考えて、自分で判断し

て、自分で行動できるということです。考えな

くなったら、右の道は選べなくなるのです。左

の道しか残されなくなったときに、その左の道

にいる強いリーダーは誰だと思いますか？私

は人間ではないと思っています。それこそＡＩ

です。 

無料版の ChatGPT(チャット・ジー・ピー・

ティー)が、大学入学共通テストのいくつかの

教科で、満点を取ったという報道がありました

ね。要するに ChatGPT は、大学入試レベルの問
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題であれば、簡単に解けます。理屈も全て説明

できます。ＩＱは測ることができますが、今の

ChatGPT の無料版のＩＱは、125 から 130 ぐら

いです。 

我々日本人の平均が 105 ですから、ほとんど

の日本人より賢いのです。まともなことをＡＩ

が言います。困りますね。頼りすぎるとＡＩに

支配される道にあっという間に落ちていきま

す。自分たちで考えなければ、ＡＩと共存する

道には絶対に行けない。 

この話は、まちづくりに外せない話だと私は

理解しています。自分で考える人がいないと、

まちづくりは進みません。その一方で、世の中

は自分で考えなくてもいい方向に、急速に変化

を遂げている。ここにどうあらがっていくのか

が、今まちづくりに問われていることなのです。 

この生成ＡＩの持っている賢さが、人間の持

つすべての能力を上回っていくタイミングを

 シンギュラリティ」といいます。日本語では

技術的特異点といいますが、何をやってもＡＩ

に勝てなくなるのです。 

例えば囲碁や将棋では、人間がＡＩに勝てな

くなって久しいです。2010 年に囲碁の世界

チャンピオンがＡＩに負けてから、人間はもう

囲碁でＡＩに勝てません。数学の 場合の数」

からいうと、最も複雑なのは囲碁です。次に将

棋、チェス、オセロの順ですから、囲碁で勝て

ないとうことは、将棋でも絶対に勝てないとい

うことです。 

では、囲碁や将棋の世界は衰退したかといえ

ば、そんなことはありませんよね。ＡＩととも

に自らを磨いた藤井聡太さんは、今や時代の寵

児です。彼のすごさ、歴代の棋士の中でも本当

に秀でているあの強さは、ＡＩとともに育った

ということに尽きます。そして考えることをや

めなかったのです。ＡＩを味方につけて自分で

考え続けた。その人が今、歴代最強のチャンピ

オンになっているということ、ここは押さえて

おく必要があると思うのです。 

ＡＩを使っているつもりが使われていて、判

断や思考を預けてしまうと、私たちはあっとい

う間にＡＩに支配される道に落ちていきます。 

囲碁や将棋で人間がＡＩに勝てなくなって

15 年ぐらいが経ちます。絵画、芸術の世界は

そんなことないよね、とよくいわれますが、絵

画の世界、音楽の世界でも、世界コンクールで

大賞をとるのはＡＩが書いたもの、という話題

がニュースになって久しいです。８年ぐらい前

の話です。 

そして文字を書くという作業、キャッチコ

ピーを作ったり、広告代理店の人が商品を分か

りやすく説明したりすることも、ＡＩの方がと

てもいい言葉を出してきて、人間の仕事がどん

どんなくなっていく。 

そうなっていったとき、人間が何をやっても

ＡＩに勝てなくなる瞬間がどこかで来ます。そ

れを「 シンギュラリティ」といいますが、いつ

来るか、皆さんご存知でしょうか？ 

予測されています。当初は 2045 年に来ると

いわれていました。レイ・カーツワイルという

未来学者が、このまま技術革新が進んだら、人

間が何しても勝てなくなるのは 2045 年あたり

だろうと、かなり前に予言したのです。 

これはすごい「 はずれ」なのです。どういう

ことかというと、もう既に私たちは多くの部分

でＡＩに勝てなくなっています。残されたもの

は、もう数えられるくらいしかないのです。 

去年の４月に出た予想は 2027 年です。来年

です。あと 1年の間に、私たち人類は何をして

もＡＩに勝てなくなる。これを発表した科学論

文が出たのが去年の４月で、最近その著者が、 
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2030 数年になるのではないかと未来予測を書

き換えたのですが、私は 2027 年に来ると思っ

ていた方がよいと思っています。要するに、あ

まり時間がないということは、覚えておかない

といけない。 まだどうにかなるだろう」なん

て、どこの地域でも口にしてはいけない。 

私たちに見えている近未来では、人間が作る

ものよりも、ＡＩが作るものの方が様々な点で

クオリティが高くなっていく。多くの人の支持

を集められるようになっていく。人間のやるこ

とがどんどんＡＩに代替されていく。そういう

未来は、本当にすぐそこまで来ています。 

 

 

第５次、第６次産業革命 

 

第４次産業革命とお話ししました。第４次産

業革命のネックは何だか分かりますか？ＡＩ

が人間を超えるために必要なものが二つある

のです。その二つがないために、ＡＩの進歩は、

実は少し足踏みしているのです。 

一つは電気です。ＡＩはものすごく電気を使

います。ＡＩが十分に動けるだけの電気を私た

ちが作れているかというと、作れていません。

私たちの生活の余剰分をＡＩに回しているだ

けなのです。 

しかし、世界のプラットフォーマーたちは、

今、すさまじい規模で発電所とデータセンター

を作っています。日本の国家予算通常会計が約

110 兆円ですよね。プラットフォーマー１社で、

それに匹敵する、あるいはそれを超える投資を

しています。最近、Google が発表したのは

2,800 億ドル。今は円安ですから相当な金額で

すが、それを単年度で投資することを発表して

います。 

要するに、電力があって、かつデータセン

ター「（半導体）がたくさんあれば、今、十分に

発揮できていないＡＩのポテンシャルが引き

出され、また急加速で伸びていきます。 

何が言いたいかというと、もうすぐなのです。

ＡＩの次に来る第５次、そしてその次に来る第

６次産業革命は、おそらくこの会場にいる皆さ

んが、ほぼほぼご健在の間に来ます。 

第５次は、どちらが先になるか分かりません

が、量子コンピュータか核融合発電のどちらか

です。多分、核融合発電があとになると思いま

す。量子コンピュータは、私が今使っている古

典コンピュータと違って、量子力学という少し

不思議な世界のルールを使って計算するコン

ピュータです。理研にプロトタイプがあり、理

論だけではなく、既に動き始めています。 

これが、今、私たちが使っているパソコンと

同じサイズになるには、まだ時間がかかるにし

ても、研究機関が少しお金を出して使えるよう

になれば、ＡＩのポテンシャルを飛躍的に引き

出すことができる。 

ただ電力が足らない。その電力は、核融合発

電によって賄うことが予想されています。核融

合発電というのは、私たちの国が事故を起こし

た、あの原子力発電所の仕組みとは違います。

原子力発電所は、核分裂を使うため、放射性物

質が大量に出ます。だから危ないし、事故が起

きる。 

核融合発電は、この地球上に小さな太陽を再

現するというイメージを持っていただくと分

かりやすい。太陽は宇宙空間にあって、酸素が

ないのに燃えているように見えますが、あれは

燃えているのではなく、核融合しているのです。 

核融合は熱エネルギーを発します。水素のよ

うなありふれた元素を使って、それを融合させ

ることでエネルギーを作っていく。国際プロ

ジェクトの本部がフランスにあって、日本もア

メリカも中国も参画しています。 

最近、核融合発電が０コンマ何秒稼働したと

いうことが、すごく大きなニュースになりまし

た。フィギュアスケートの話ではありませんが、

できると思うと人間は強いのです。どうせでき

ないと思っている人が多いと、うまくいきませ

んが、できるかもと思った瞬間、一気に物事は

進みます。 
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去年、核融合発電の最初の動きが成功したの

で、おそらく 10 年経たず、この二つがそれぞ

れの産業革命としてやってきます。 

ちょっと怖くなってきます。何が怖いかとい

うと、変化のスピードが、です。 

第 1 次産業革命はイギリスで始まりました。

今から 260 年前です。日本では、そこから 100

年遅れて 160 年前、明治維新のときにやってき

ます。 

人類の歴史をどこから数えるかにもよりま

すが、森で生きるサルだった私たちの祖先は、

気候変動で森が縮小したせいで、外に出るしか

なかった。二足歩行でサバンナや平原に出て

行ったのです。 

木に登って外敵から身を守っていた祖先が、

何も身を守ってくれる環境がない中で生き残

るのは、すごく大変だったと思います。だから

私たちの祖先は、体を強くするのではなく、賢

くなる方向にエネルギーを振っていきました。

賢さで生き残ろうとしたわけです。 

しかし、その賢い人類が最初の産業革命にた

どり着くまでに、約 700 万年かかっています。

一つ目の産業革命が起きてから、次の産業革命

が起きるのに 70年です。そして 50年、30 年、

産業革命の起きるスパンがどんどん短くなっ

ています。 

第５次、第６次はお伝えしたように、この 10

年くらいの間に、世界にとてつもない変化を起

こします。そうなったら、ＡＩは私たちを超え

るどころの騒ぎではない。私たち人間が、ＡＩ

の考えていることを理解できない領域に行き

ます。 

ソフトバンクの会長の孫さんがフォーラム

で話していた内容ですが、このままＡＩがシン

ギュラリティを迎え、人間よりも賢くなって

いった先に、ＡＩの賢さと人間の賢さを比較す

ると、どうなると思いますか？ 

すごく賢くなった未来のＡＩ、例えば、最短

でシンギュラリティが起こると予測されてい

る 2027 年のＡＩの賢さを今の人間の賢さとし

た場合、私たち人間の場所はどこになるかとい

うと、金魚だといわれています。 

人間は金魚に言葉を教えてあげられません。

金魚は賢くないからです。それくらいの差が、

ここ数年で生まれるといわれているのです。 

協働の話をしているのに、なぜそんな怖い話

を聞かなければいけないのかと思っている方

もいらっしゃると思いますが、この前提が大事

なのです。 

 

 

前提① 変化がとても激しい “象”が巨大化 

 

まず、協働を考えるときの非常に大きなポイ

ントとして、 群盲象を評す」の話がありまし

た。みんな違う場所を触っているので、象の全

体像がつかめないということでしたが、今、こ

の象がどんどん巨大化しています。 

それこそ、今までであれば、６人くらいの群

盲が集まれば、あるいは３人が集まれば「 文殊

の知恵」といわれたわけですよね。つまり、３

人違う立場の人が集まれば、世界の全体像は大

体見えたといえた時代があったのですが、今は

３人では駄目です。世界が複雑に、かつ巨大に

なりすぎています。 

今まで声を聞いてなかった人たちの声を積

極的に聞いてかないと、多分人類が持ちません。

地域が持つ、持たないではなく、我々人類が続

いていかなくなる。そんな瀬戸際に私たちはい

るように思います。 

だとすれば、どうしたらいいのか。誰か賢い

人が出てきて物事を一気に解決してくれて、と

いうマインドは、やはり危険です。それではＡ

Ｉに持っていかれます。人間よりもＡＩの方が

賢くなっていきますから。 

私たちがＡＩとともに発展していくには、ど

うしたらいいか。 

 

 

前提② いまこそつながって納得のいく答えを 
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市町村レベルで、私たちの納得のいく答えを

作っていくしかないのです。 これが答えらし

いよ」といわれたことをやるのではなく、私た

ちはどうするかということを真剣に考えて、議

論して、私たちの答えを作っていくということ

が究極に大事です。 

長野県の希望は、生涯学習が非常に進んでい

る地域だということです。公民館の数は、皆さ

んご存知のとおり全国一ですし、公民館で展開

されている様々な活動も非常に面白い。しかも、

多様な人たちがいます。 

今、長野県には、外から移住してきてくださ

る方が多い。つまり、よそ者を迎え入れやすい

地域にもなっている。その地域に生きてきて、

半ば諦めているかもしれない人たちと、外から

来て、長野すごいな、素敵だな、もっと面白い

ことできるよと思っている人たちとの協働が

起きれば、この地域はすごく可能性がある。私

はそう思っています。 

納得のいく答えを作ること、それがまさにま

ちづくりですよね。このまちをどうするのかを、

自分たちの言葉でしゃべる。誰かが言った言葉

や教科書に書いてある言葉ではなくて、自分た

ちで決めていく。 

名前と顔が一致する数が、私たちの認知の限

界だといわれています。その数を超えると、私

たちは、物事を自分ごとにしにくくなるので、

とにかく足元の、自分の見える範囲の地域のこ

とを自分ごととして考えて、皆さんで納得のい

く答えを作っていけるとよい。 

問題は、納得のいく答えを作るときに、いか

に多様性を歓迎しながら、対話をするかです。 

 

 

どうしたらつながれるのか 

 

今までに、つながろうと思ってつながれな

かったという経験は、たくさんありませんか？

私も山ほどあります。つながりたかったけれど

つながれなかった、つながりたいと思ったけれ

ど傷つけられた経験も、数えられないほどあり

ます。 

しかし、そこで対話を諦めない。私がとりあ

えず今いられるのは、先人たちが対話を諦めて

いないからです。この信州の地で、私はいつも

勇気をいただきます。どうしたらつながれるの

か、言いたいことは山ほどありますが、時間の

関係で三つに絞ります。 

まず一つ目です。 協働とは結局何か」とい

う議論の概要を皆さんと共有します。現場で実

践をされている、あるいは研究を進められてい

る方にとっては、釈迦に説法だと思いますが、

皆さんが同じフィールドに立って、コミュニ

ケーション、意見交換するためにも、どうした

らつながれるのか、協働についての概略を押さ

えておきたいと思います。 

その上で、二つ足すとすれば、 対立を歓迎

する」というのが、協働の基本的な考え方だと

いうこと。我々は、本当は対立したくありませ

んよね。敵と味方に分かれたくない。敵を作る

と自分がやられてしまうかもしれないという

ことが、本能に刻まれているのです。味方を作

り、敵と区別して、味方を守ることで生き残っ

てきたので、対立は基本的に避けたくなる。 

しかし、これを避けるのではなく、仕方がな

いと諦めるのでもなく、歓迎するのです。対立

する人がいたら、よく来てくれたね、ありがと

う、というところから物事をスタートさせるの

が、協働のメンタリティです。そのためには、

 ちがいを楽しむ」必要がある。 

そういったことをちょっとした理論ととも

にお話ししますが、何だか三つもあって難しい

なと思われた方は、これだけ持って帰っていた

だきたいです。今日の一番大きなキーワードか

もしれません。 越境」という言葉です。 

この「 越境」という言葉は、これから人口が

減っていき、今までと同じことができなくなる、

私たちが住むこの日本において、外すことがで

きない考え方として注目を集めています。 
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後ほど説明しますが、協働するには 越境」

しなければいけないというのが、結論になりま

す。多様な人たちとつながるには、 越境」の

考え方を自分の体、心に染み込ませる必要があ

る。 

 

 

協働とは何か 

 

では、協働の理論について少し説明をします。 

私は、コミュニティ「・スクールをフィールド

にしながら、多様な価値観が混ざり合って協働

し、子どものために面白い活動が生まれるとこ

ろをたくさん見てきて、その虜になっています。

男女共同参画の観点で地域の皆さんからお声

がけいただいたり、企業内の多様性をどう協働

させるかという観点で、企業に呼んでいただい

たりすることも増えましたが、圧倒的に私が出

かけていく先として多いのは、コミュニティ「・

スクールです。 

協働について、コミュニティ「・スクールの文

脈では、 支援」と 連携」との違いで説明さ

れることが多いです。「 支援から連携「・協働へ」

といったフレーズが、よく文科省から出されて

いますし、2015「（平成 27）年に出た答申の中に

も、 支援から連携・協働へ」という言葉が、

各所に出てきます。 

要するに、階段だということです。階段とい

うことは、いきなり３段目に行くのは大変で、

まずは１段目から進んでいかないと、上に行き

にくい。スモールステップで上がっていく必要

があるということです。 

 支援」というのは、いわゆる貸し借りの関

係です。誰かが手伝って欲しいと思い、ちょっ

と誰か手伝ってと言って、手伝ってくれた人に、

手伝ってくれてありがとうと言うのが 支援」

です。これは、実は負担感が一番強まるステー

ジです。 

多くのまちづくりが、始まるけれどうまく勢

いに乗れないのは、関係者が「 支援」から抜け

出せないからだということがいえます。「 支援」

の関係性は、 支援する人」と される人」に

分かれます。同じ立場ではないのです。手伝っ

てもらう人は、 ありがとう」と言わなければ

いけないし、手伝う人は大変だけど、自分にで

きることがあって喜んでもらえるなら、といっ

て手伝いますよね。 

学校はこれまで、この 支援」の枠組みで、

地域に「 手伝ってください」と声をかけていた

のです。ただ、これは地域に負担感が募ってい

きます。また、学校の先生も地域の方とコミュ

ニケーションを取らなくてはいけなくなるの

で、学校職員にも負担感が増していくのです。 

そのため、 支援」からスタートすることは

大事ですが、早く抜け出さないといけない。貸

し借りではないステージに上がっていかない

といけないのです。 

それが 連携」のステージです。 連携」に

なると、互恵的、双方向的、Win-Win という言

葉もありますが、要するにどちらにとってもい

いことをやるということです。どちらかが助け

られてありがたい、どちらかが助けたから疲れ

てしまったではなくて、どちらもその活動をや

ることで楽しくなる、幸せになる、何か課題が

解決される、これが 連携」です。 

 支援」は、手伝う「・手伝われる、貸し借り

の関係なので、 この前手伝ったのだから、今

度は手伝ってよ」といわれ、お返しをしないと

いけなくなる。 

 連携」になるとお返しは要りません。お互

い様だからです。どちらも幸せになっています

から、物事は、負担感から充実感に変わってい

くといわれます。 

ただ、 支援」から 連携」に上がっていく

には、そこにいる人が当事者の意識を持たない

とダメです。誰かがやってくれるだろうと思っ

ているうちは、 支援」のレベルから抜け出せ

ないのです。 ここは私がやらなければいけな

い」 私がその順番だよね」と、自分の役割と

責任を感じて動ける人が「 連携」のステージに
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上がります。 

 連携」は、負担感が充実感になりますが、

大変です。日本の社会は特に、一部のできる人

に「 連携」のステージに強引に立場を上げても

らって、そこに究極的に負荷をかけることで組

織を回すやり方を取るのです。 

これをトップダウン型といいますが、意思決

定する人はトップになるので、下の方にいる意

思決定権がない人たちは考えるのをやめます。

考えたところで、自分の意思が通るわけではな

いので、上からいわれたことを「 はい！」と元

気に受け取って、動ける方がいいわけですよね。

そういう方が出世もするかもしれませんし、実

際にそういう組織もあります。 

そのため、 連携」の問題は何かというと、

大部分の支援者の裾野に囲まれているという

ことです。つまり当事者があまりいないのです。 

トップの人は熱意があります。それでも熱い

のはそこだけで、下がうまく出てこないという

のは、トップが「 連携」で留まっているからで

す。トップの皆さんには、 協働」のステージ

に上がっていただく必要があります。 

 協働」は、一方的貸し借りの 支援」、双

方向的・互恵的・Win-Win な 連携」に比べ、

融合的です。どこからどこまでが誰の役割か、

よく分からない状況になっていて、そこには新

たな価値が創発されます。それが「 協働」の面

白さです。 

この「 協働」を支えるのは、当事者ではあり

ません。市民です。市民というのは松本市民の

ことではなく、公民のことです。この民主主義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家の日本は、私が支えるのだと思っている人

です。この信州は、この中信地区は、この松本

は私が支えるのだ、この自治会、この住民自治

組織は私が支えるのだという強い当事者性。主

権者意識と言い換えてもいいかもしれません。 

主権者意識まで上がっていくと、基本的に対

等並立の関係になる。つまり上も下もない。み

んな横並びでアイディアを出し合う。そこまで

いくと 協働」になるといわれています。 

 協働」するにはどうしたらいいかという問

いは、多様性を一つにするにはどうしたらいい

かという問いから生まれてきました。多様性を

一つにするには、市民を増やさないといけない

いうことです。 

私たちは、オギャーと生まれて市民になるわ

けではなく、学校に通えば市民になるわけでも

なく、学び続け、変わり続けないと市民になれ

ないのです。 

ある時期に「 協働」のステージまで上がった

けれど、世の中の状況が変わったら、また「 支

援」の段階まで落ちることがあります。これが

厄介です。一度ステージが上がれば、変わらな

いわけではないのです。相撲の大関のように、

上がっても落ちるのです。 

市民まで上がったら、常に学び続け、常に変

わり続けなければいけません。つまり、 協働」

は、教育が盛り上がっていないとできません。

市民が生まれてこないからです。 

 協働」ができないと、多様性を包摂できま

せん。学ぶ地域でないと、多様性は使い切れな

いということです。 

私たちは、生まれつき多様性が苦手です。だ

から、それを学習によって、「 大丈夫だ」 これ

は今必要なのだ」 自分と違う意見の人を歓迎

しなくてはいけないのだ」と自分を作り変えて

いく。まさに橋を架けるのです。 

 

 

対立を歓迎する 
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その上で、どうしても対立は嫌だ、対話はで

きる限り避けたいと思われている方がいると

したら、むしろ対立は歓迎しましょう。今から

200 年以上前にドイツの哲学者ヘーゲルが

言った言葉です。 

 弁証法」という考え方ですが、対立する人

が出てきた場合、つまり意見が違う人が出てき

て、自分を飲み込もうとしてきた場合、戦うの

でもなく、逃げるのでもなく、融和して、新し

い価値を生もうとするとき、一番心に留めるの

が弁証法です。 

弁証法は、まさに「 群盲象を評す」です。象

は壁のような生き物だと思ってお腹を触って

いる人がいて、いやいや象は太い蛇のような生

き物だと思って鼻を触っている人が別にいた

とき、ここに対立が生まれます。見えているも

のが違う、感じているものが違う。私にとって

正しい世界について、それぞれ違う主張が出て

きます。そうなったとき、歓迎せよ、とヘーゲ

ルはいうのです。 

どういうことかというと、実は私の視点もあ

なたの視点も一部に過ぎず、不完全だからです。

それをどうするか。我々の視点を「 止揚「（統合）」

する、要するに、我々がもっと高みに登って

色々ものが見えるようになるためには、対立の

エネルギーが必要です。 

ぶつかることを恐れずに、しかも逃げるので

もなく、相手を論破して潰すのでもなく、とも

に融和的に、何が見えるのかを言い合って、君

から見たらそれが正しくて、もしかしたら、僕

たちに見えていない正しさがあるのかもしれ

ない、というように 止揚」します。 

そう簡単に起きるものではありませんが、一

度でも「 止揚」を経験すると、私たちは虜にな

ります。むしろ自分と意見の違う人を歓迎する

ようになります。そういう面倒くさそうな人を

見つけては、話しかけに行くようになります。 

もう一つ。対立を歓迎することと同時に、対

立すると思っていたら足が前に出ないですよ

ね。あの人のところに行ったら怒られるかなと

か、また面倒くさいことを言われるかなと思っ

て、その人のところに近づけない場合、どうし

たらいいかですが、基本は ちがいを楽しむ」

のだということです。 

 

 

求同尊異 ちがいを楽しむ 

 

協働の理論的に分かっていることの一つに、

 求同尊
・
異」という考え方があります。 

 大同小異」 求同存異」という言葉があり

ます。 大同小異」は、違いはあるけれど、大

きいところは共通しているから、細かい違いに

は目をつぶりましょうという意味ですよね。

 求同存異」もまさにそうです。同じものを求

めているのだから、同じ北極星を見ているのだ

から、そこに違いはあるものだろうということ

を、 求同存異」といいます。ある時期、中国

の国家主席が、外交方針として使っていました

が、 協働」はこれでは駄目です。 

同じ目標、同じビジョン、同じ北極星を見て

いるときに、 違いはあっても仕方がない」で

はなく、違いがあったら、それを敬うというの

が、協働の基本的な姿勢です。 

違ったらわくわくしていただきたい。むしろ、

自分と違うところで生きてくれている人への

敬意を持ってほしい。それが「 求同尊
・
異」です。

違いがあったら「 ありがとう」なのです。私か

らはそちらの世界は見えないので、見てくれて

ありがとう。ぜひつながってほしい。そうすれ

ば私の視野はもっと広がる。 

これを拡張して、究極まで拡張して、国レベ

ルを超えて世界レベルで「 求同尊異」ができた

なら、みんなが違いを楽しめたなら、世界平和

がきっと来ます。単純に世界平和を語るなと怒

られるかもしれませんが、私はこの先にあると

思っています。 

自分が教育学者になったのも、教育とは何な

のかを考えたかったからですし、教育の色々な

メカニズムを明らかにしたかったからですが、
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教育はそもそも何のためにあるのかといえば、

究極は世界平和のためだと私は思っています。 

 

 

越境 「境界」をまたぐこと 

 

あらゆる違いを乗り越える、その市民を育て

る教育は、学校だけでは無理です。社会教育が

必要です。むしろその融合が必要です。死ぬま

で学び続ける環境が必要です。 

 協働」とは 支援」 連携」の上に来るも

ので、私たちが市民にならなければ、 協働」

はできないのだというお話をしました。対立を

歓迎して違いを楽しむことができれば、私たち

は「 協働」ができるかもしれない。外国人はい

りませんとか、子どもの意見は聞きませんとか、

女性は引っ込んでいてくださいとかいったこ

とをやめて、今まで避けていた多様性を歓迎す

れば、みんなでものを考えることができるよう

になるかもしれません。 

象は私たちが思っている以上に大きいため、

できるだけ多様な人を仲間にしないといけま

せん。それを可能にするのが、先ほどお伝えし

た 越境」という考え方です。 

まさに境をまたぐわけです。青いゾーンから

赤いゾーン「（41 ページ下参照）に行くこと。イ

ノベーションが起きるときに、今までなかった

価値観や仕組み、制度が新しく生まれるときに、

多様性が絶対に必要だとお話ししましたが、多

様性以外にも必要なものがあるということが

分かっていて、その一つが 越境」です。 

つまり、今の常識の中にとどまっていたら、

私たちは変われないのです。自分を壊し、今ま

で大事だと思っていたことの優先順位を変え

たり、今まで大事ではないと思っていたものを

自分の優先順位に組み込んだりすることに

よって、自分を壊すのです。そして作り直す。

これが 越境」です。 

人間は多様性が怖いとお伝えしましたが、も

う一つ怖いものがあって、それが「 変化」です。

私たちは、なかなか変われないのです。変わろ

うとすることに、とてつもない怖さを持ちます。 

心理学でいう、セーフティゾーンという領域

があります。私たちが生きていて、こういうと

きはこういうふうに振る舞えばいいのだと分

かっている領域です。私でいうと、授業で教え

ている時間はセーフティゾーンです。自分の資

料があって、何をすればいいのか分かっていま

す。今回のような講演も、私にとってはある種

のセーフティゾーンです。 

しかし、ダンスパーティーのようなところに

なると違います。去年、世界教育学会がブラジ

ルで開催されたのですが、ブラジルの皆さんは

踊るのです。教育学者が集まって、みんなでお

酒をしっかり飲んでいる場で、みんなでダンス

します。日本人研究者は、みんなそれを眺めて

座っていたのですが、せっかくここへ来たのだ

から 越境」しようと思い、踊ってみました。

すごく楽しかったです、 

普段だったらやらないとか、どう振舞ったら

いいか分からないという世界があります。それ

を、心理学ではストレッチゾーンといいます。

社交ダンスなんかやったことはないけれど、み

んなの見様見真似で踊ってみるというように、

一歩を踏み出していくこと、これを「 越境」と

呼びますが、今、教育学では越境学習といって、

特に企業研修ですごくよく使われています。 

私は、この越境学習を使って企業研修を担当

させていただくことがあります。今日はその越

境学習について深く掘り下げる時間がありま

せんが、ポイントだけ共有します。 

皆さんのセーフティゾーンはどこなのかを

イメージしながら聞いてください。ご家庭かも

しれません。あるいは、それぞれお立場のある

方が多いと思いますので、その立場を担ってい

るときは、どう振舞えばいいか大体分かるので

セーフティゾーンかもしれない。 

ストレッチゾーンはどこでしょうか。やはり

変化を強要される場所です。踊らない私が踊る

ことを強要される場所で、どうせやるなら楽し
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くやりたいと思い踏み込むわけですが、「 越境」

というのは、私の世界から私がいない世界の方

に一歩跨ぐことです。これをすると、人間何が

起きるのかというと、大きく四つのことが分

かっています。 

一つ目は、何か「 気づき」があります。私で

いえば、ダンスにはダンスマナーがあるのかと

思っていたのですが、好き勝手踊っていいのだ、

みんな好き勝手踊っているから、俺も好き勝手

踊ろう、といった気づきが生まれます。 

とはいえ、あまり個性的な動きをすると目

立ってしまいます。あの日本人研究者がなんだ

か一人ですごい踊りをしていると。ある程度調

和もしないといけません。だから協調します。

知らないステージに行って、ここでどう振舞う

のが適切なのかということを、その場で考えよ

うとします。その場で考えることによって、こ

う振る舞うと自分の自分らしさもなくならな

いし、場の空気も乱さないということが分かっ

てくると、その人の価値観に変容が起きます。 

先ほど、私たちは変わるのが怖いとお伝えし

ました。これは脳にプログラムされている仕組

みです。だから、変わろうとすると、絶対怖く

なり躊躇します。 

ピアノをやろうとずっと思っているけれど、

なかなかずく
・ ・

が出なくて、といった人はいませ

んか？日常を変えることになるので、勇気がい

る。でもやってみたら「 越境」するのです。新

しい趣味に挑戦する、これも間違いなく「 越境」

です。 

大事なのは変容です。越境は、私たちが怖

がっている変化を内側に生じさせるときに、最

も有効な方法の一つです。今と同じ生活をして

いては変わりません。新しい価値観も入ってき

ません。多様性をこれからも拒否し続けるだけ

です。 

普段だったら行かない領域に一歩、半歩ぐら

いでもいいので行ってみる。すごく面白い。本

当に変わります。 

 

 

テーマ③：橋を架ける 新しい価値（わくわく） 

 

先ほどお伝えしたように、今どこにいるのか

が分かって、ここから先の近未来が見えたら、

橋の始まりと終わりが見えるので、あとはその

橋をどういう「 願い」を込めて作るのかが大事

です。 

 願い」は一つでいいと思っていますが、あ

らゆる「 まちづくり」や「 教育」や、人間のあ

らゆる生活は、これを「 願い」にしていいはず

だと思っていることがあります。それが「 ウェ

ルビーイング（well-being）」です。 

身体的、精神的、そして社会的に充実した状

態で幸せだなと思える良い状態。これを「 ウェ

ルビーイング」と呼びます。色々な識者が色々

な定義をしていますが、これは WHO の定義で、

私の一番好きな定義です。 

1946 年、敗戦の翌年に、もうこんな悲惨な

ことは二度とするまいと、国際機関が世界に

メッセージを出したときに、この「 ウェルビー

イング」が使われました。もう殺しあうのは止

めよう。幸せを願って、あらゆることをやって

いこうと。それが今から 80 年前です。80 年

たってようやく私たちの身近にも「 ウェルビー

イング」が届くようになりました。 

私の大好きな方が作ってくれた定義がこれ

です。 身体や心や周りとの関係、社会の中で

の自分の在り方が自分にとってちょうど良い

状態」。そのちょうど良い状態は、お風呂の温

度に近いところがあって、体がすごく冷えてい

たら温かいお風呂に入りたいかもしれないし、

気温が温かかったらシャワーでいいかもしれ

ないといった具合に、変化するのです。私たち

の状況と環境も変わります。 

このウェルビーイング、みんなの幸せ、これ

が実現できればいいし、それが まちづくり」

の最大のねらいであっていいはずです。みんな

がいいなと思える地域。学校教育の目標もこれ

でいいはずですし、人間のあらゆる活動の最終
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目標はウェルビーイング、 幸せになる」とい

うことであっていいと思っています。 

 

 

Ｑ４ みんなの幸せを目標に掲げる自治体 

 

そして皆さんご存知のとおり、みんなの幸せ

を目標に掲げている自治体があるではありま

せんか。 全員幸せにする」といっている自治

体です。大人も子どもも、おじいちゃんもおば

あちゃんも、あらゆる人をすべからく幸せにす

ることを教育の最上位目標に掲げている自治

体、それが長野県です。 

長野県は教育振興基本計画の最上位目標と

して、 未来をつくる、学びでつくる、個人と

社会のウェルビーイングの実現」を掲げていま

す。第４期教育振興基本計画は、５年計画で今

４年目でしょうか。 

ウェルビーイングは言葉として浸透してき

ています。そして今、子どもの「 やりたい」を

とことん叶えられる実践に動き始めていて、信

州の教育は、色々な意味で転換点を迎えていま

す。 

みんなが幸せ、これを教育の最上位目標にす

る。教育振興計画を策定された前教育長も仰っ

ていましたが、これを掲げたとき、やはり色々

な批判もあったということです。 全員幸せに

なるといって、うちの子は障害があるけれど、

きちんとその全員の中に入っているのですか」

など、色々な声が教育委員会に届いていると

伺っています。 

 

 

Ｑ５ みんなが幸せって可能ですか？ 

 

目標に掲げるのはいいけれど、そんなことが

果たして可能なのかというところ。ここを最後

に考えて、願いの橋を架けて終わっていこうと

思います。 

 みんなが幸せって可能ですか」という問い

に関しては、可能ですと答えている心理学者が

います。それがこのライアンとデッシです「（46

ページ上参照）。この二人が作った自己決定理

論、ウェルビーイングを支える三つの柱が、私

たちに、みんなが幸せになることが不可能では

ないことを教えてくれます。 

どういうことなのか。価値観は多様だし、み

んなが幸せなんておかしいだろう。甘党の人も

いれば辛党の人もいる。みんなとワイワイやり

たい人もいれば、一人で静かに本を読みたい人

もいて、どうやってみんなの幸せを両立するの

か。 

何をするか、つまり、何が幸せかは人によっ

て違っていいのです。むしろ違うべきです。私

の幸せと皆さんの幸せは違っている。そして、

今の私の幸せと 10 年後の私の幸せも違ってい

いかもしれない。けれど、何が幸せかは別にし

て、その人が幸せだなと思える状態になるため

には、外せない三つの柱がある、というのがこ

の理論です。 

一つ目に、私たちは「 つながり「（Relatedness）」

なくして、幸せにはなれないのだ、というのが

この理論の根底にあります。つながりとは、先

ほどからお伝えしている多様な人たちとのつ

ながりです。 

難しいですね。協働は、なかなかできるとは

言いにくいですが、それでもやはり必要で、

我々は一人では幸せになれないようです。つな

がりを持ったとき、自分だけでは見えない世界

を教えてくれる仲間と出会ったとき、私たちは

そこに幸せを感じる。 

二つ目は、「 やりがい「（Competency）」と書き

ましたが、これは語弊がある訳で、本当は「 自

己有用感」と定義されます。 自己有用感」と

いうのは、人の役に立っているという感覚のこ

とで、私のやっていることには意味があるのだ

と思えることです。自分一人の単なるエゴでは

なく、私がやりたいと思っていることは、私に

とっても幸せだけれど、他の人の幸せにもつな

がっているのだと思えていること。 自己有用
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感」だと分かりにくいので、 やりがい」とい

うわかりやすい言葉に置き換えて説明してい

ます。 

 つながり」ながら やりがい」を得ると、

とてつもない多幸感に私たちは満たされるの

です。価値観の違う人と、自分だけではできな

いことを成し遂げたとき、 できたね」という

感覚を自分だけでなく、仲間とともに共感でき

るとき、私たちは つながり」や やりがい」

の中にウェルビーイングを感じます。 

 まちづくり」は、まさにこれですよね。一

人ではできないのです。色々な人がいる中で

色々な意見を聞きながら、対話を諦めず、お手

伝いから当事者に、そして当事者から市民に自

分をレベルアップさせていくことで、協働して

つながって、幸せになっていきます。 

三つ目は、 つながり」ながら やりがい」

を得て、失ってはいけないもの、 自分らしさ

（Autonomy）」です。社会で生きることは、要

するに自分でいられなくなることだと、特に若

い子たちは思っています。学生のままがいい。

社会人になりたくないというのです。確かに学

生は自由ですし、楽しいことも多いので、分か

る気がします。 

けれど、 大人になりたくない」といわれた

ときに、私は思うことが二つあります。 

学生たちには、大人って楽しいよ、学生の頃

できなかったことがたくさんできるようにな

るし、学生の頃には出会えなかった人と出会え

るし、そういった人たちとのつながりの中で、

やっとできることがある。だから早く大人に

なって、と伝えています 

同時に思うのは、学生に「 大人になりたくな

い」と思わせた責任の一端は、大人の一人であ

る私にあるということですよね。私の背中を見

て、 大人って面白くない」と思わせてしまっ

た可能性があります。 

大人であることの面白さは、もっともっと発

信していかないといけないと強く思いますが、

そのときにもこの 自分らしさ」、私が私であ

ることが重要です。社会の一員になるために自

分を殺すこと、抑えることも時々はあるかもし

れないけれど、私を殺し切って何かの一部に

なったら、私が生まれてきた意味がありません。 

もしかしたら私が見ているこの世界は、世界

で私しか見ていないものかもしれません。だと

したら、それを仲間に伝える義務があります。

私からはこう見えるのだ、皆さんからはどう見

えるのだと。 

 自分らしさ」を消してはいけない。そのよ

うに自己決定理論は教えてくれます。 

 

 

Ｑ６ 私たち大人の責任って？ 

 

私たち大人がやるべきことは、やはり背中を

見せることだろうと思います。 

 まちづくり」は、決して簡単なことではな

いし、 多様性」の包摂、これも簡単なことで

はありません。「 教育」も簡単なことではない。

ただ、今日の講演を聞いてくださっている方の

ほとんどが、何かできることがあるはずだと、

対話を諦めずに、踏みとどまってくださってい

る仲間だと思っています。 

私たち大人のできること、すべきことを最後

にお伝えするとしたら、今回の講演のタイトル

に戻ります。 

我々は基本的に ばらばら」です。しかし、

この「 ばらばら」は、決して残念なことではな

く、一つにまとめ上げなければいけない何かで

もありません。まず「 ばらばら」であるという

こと、自分とは違う人がいてくれているという

ことそのものに敬意を持つこと。 

自分と違う人は大体面倒くさいです。 なぜ

そういうことを言うのだろう」 なぜそんなふ

うに考えるのだろう」と、イラッとすることも

ありますが、私たちに見えているのは、本当に

世界の一部に過ぎません。触っている象の部分

が「 ばらばら」である中で、一つにつながりな

がら協働することは、我々が学び続けて市民に
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なっていかなければ不可能です。生まれたまま

の姿では、協働はできません。 

自分を成長させて、学び続けて、変わり続け

たその先に、新しい「 わくわく」があるとした

ら、今の若い子たちもきっと大人になりたいと

思ってくれるのではないか。将来、今の大人が

やってくれるような、まちづくりに参画したい

なとか、学校の先生になりたいなとか、公民館

で勤めたいなとか、ですね。色々な形で子ども

たちは私たちの背中から、新しい わくわく」

をずっと見てくれると思います。 

課題だらけの現代ですが、私も皆さんの仲間

の一人として、これからも上田に住み続けてい

ます。ぜひ皆さん、お体を大事になさっていた

だいて、皆さんの活動が活発になることを心よ

りお祈り申しあげております。 

今日は本当にありがとうございました。 
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

    

 



   

   

 

  

   

 





 

 

 

 

  

   

  
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第１分科会 みんなが進める物語！ 多様なアクターがつながる地域活動 
 

話題提供者： 新保 俊尚 （松原モールぷろじぇくと代表） 

 下村 純 （松原モールぷろじぇくと） 

 西澤 久典 （松本市社会福祉協議会 本郷地区担当） 

 小口 麻左美 （本郷地区生活支援員） 

 勝家 隆 （地域づくり支援課 課長補佐） 

司 会： 小松 一成 （波田公民館 主事） 

会場：中央公民館 会議室４－４／参加者：29 名 

 

１ 協議の柱 

価値観が多様化する現代社会において、既存のやり方で地域活動を持続すること

が難しくなっている中、多様な「アクター（主体・役者）」が地域でつながり、課

題解決等に向けた活動を進めることの利点や、実現のためのヒントをみんなで考え

ます。 
 

２ 話題提供 

⑴ 「松原モールぷろじぇくと」 

ア 概要 

(ｱ) 松原モールについて 

  松原中央公園を起点に西へと伸びる通り。商店街を兼ねる住民の憩いの場

だったが、バブル経済の崩壊後は空き店舗が増加するなど次第に衰退。以後、

住民の利用頻度も少なくなり「さびれた場所」というイメージが強くなると

ともに維持管理が住民の大きな負担となっていた。 

(ｲ) 松原モールぷろじぇくとについて 

  松原地区の長期的な地域づくりと松原モールの活性化を目指した「まつば

ら未来会議」を前身とし、地区住民３名と公民館長・公民館主事が中心とな

り平成 30 年に発足した団体。松原モールが地域住民の交流の場となること

を目的に活動を行っている。現在は参画する８人のメンバーを中心に主な活

動として毎週土曜日の清掃活動のほか、クリスマスシーズンの飾り付けやコ

ンサート実施している。 

(ｳ) からくり時計修理 

  平成 10 年にいたずらが原因で故障したからくり時計は、松原モールのシ

ンボルとして修理が望まれていたが、専門業者では多額の経費がかかること

から実現できないでいた。そんな中、活動参加者の中から「少しいじってみ

たい」という人が現れ、補修が開始。有志による作業と必要最低限の部品交

換で補修が進み、令和２年に修理が完了した。 

イ 事例発表から 

・ 活動に当たり、特に参加をお願いした対象者は、目的を果たすために必要

な特技を持つ人とほかの人たちを巻き込む力を持っている人間力のある人。

人間力のある人には、自分たちが活動する姿を見てもらい地域活動への思い

を共有してもらった。特技を持つ人には、「この作業にはあなたが必要不可
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欠」という思いを伝えることで参加につながった。 

・ 一方、普段の活動への参加は強制としないことで参加のハードルを低くし、

継続性を持たせている。 

・ やれる範囲で最大限挑戦することを重視し、ダメでもよいので可能な限り

やってみようという思いを共有している。からくり時計修理では、ちょっと

やってみたいという住民の気軽な挑戦が成果へとつながった。 

・ からくり時計の主題は「ブレーメンの音楽隊」。物語の中で動物たちは目

的としたブレーメンにたどり着くことはなかった。それは仲間と力を併せて

安心して暮らすことが、自分たちの本来の目的だと気付いたからだ。本プロ

ジェクトの活動も多様な人々が持つ特技や個性を集めることでできたことも

多いが、それと同時に目標に向かって仲間と作業すること自体に楽しみを見

出しながら活動をしている。 

 

⑵ 本郷地区世代間交流会 

 ア 概要 

高齢者の生きがいづくり・介護予防や地域住民間のつながりの構築等を目的

に行われている活動。年齢や体力に関わらずみんなでできる活動を考える中で

e スポーツの活用が検討され、令和４年から福祉ひろば利用者と小学生が参加

するニンテンドースイッチを使ったスポーツ大会が始まった。令和６年には

「世代間交流会」に変わり現在に至っている。従来の参加者に加え障害者就労

支援施設も加わるなど世代や立場を越えた新しい形の交流会として定着しつつ

ある。 

イ 事例発表から 

 ・ 地区生活支援員が中心となり、参加してもらいたい団体それぞれに声掛け

を行った。口頭での説明だけでなく、実際に e スポーツを体験してもらうこ

とで世代間交流への意図を深く理解してもらった。「これならみんなが楽し

める」という共通認識を持てたことが、事業継続に繋がっている。 

 ・ 参画団体は、それぞれに得意とする役割が異なるため、周知や運営の充実、

講座の多様化など様々な活動ができるようになった。 

 ・ 交流会では、子ども達が得意とするゲームを大人に教える、大人が遊んで

きた遊びを子ども達に提供するなど、それぞれがやってみたい・得意とする

遊びについて反映できるよう双方向の意見交換を心掛けている。また、会の

終わりには年齢にかかわらず反省・感想をもらうなど、参加者をお客さんで

はなく会運営の一部と考えている。 

  ・ 障害者就労支援施設「アトリエ MOO」の参画や信大ボランティア団体

VOLNET の運営休止など、参画団体の変化に合わせて内容を変えながら活動

している。 

 

⑶ 島内地区防災フェスティバル 

 ア 概要 
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   松本市の「岳都松本・山岳フォーラム」から「防災×キャンプ」事業の提案

を受け、島内地区で実施することが契機となり始まった取り組み。防災を共通

テーマに地区内外の多様な団体が協働し、実践的体験を通じて防災意識と相互

連携を深めている。防災活動に関心がありそうな団体・グループで実行委員会

を組織化した。 

本発表では、発表者が関わり初開催となった令和５年度と令和６年度の事

例を中心に発表が行われた。 

 イ 事例発表から 

  ・ 参画者の募集については、グループの他に異分野の引き入れを積極的に進

め、事業に広がりを持たせるような構造とした。「防災×衛生」や「防災×

子ども」など、災害時に必要とされるトピックを「防災」をキーワードに組

み合わせることで事業内容を直接的に防災と関わるものだけなく、防災を多

面的に考えるものとした。結果、令和５年度は 15 プログラム、令和６年度

は 26 プログラムを提供した。 

・ それぞれの団体が参加をしやすいよう、やりたいことを防災と掛け合わせ

ながら実施してもらっている。動員型の「やらされる仕事」ではなく自分が

出来そうなことを持ち寄ることで積極的な参加を促した。これにより、企画

側は伝える楽しさを感じ、参加者も楽しく学べる場づくりを進めた。 

  ・ 多様な団体が参加したことで、お互いに補完し合えるグループの連携が生

まれたことは成果として挙げられる。 

  ・ 様々な団体との連携を考えるにあたり、多様な主体と繫がっている個人・

団体に参画してもらうことは大変重要。発表者が持つ関係性から参加しても

らえた団体もある。普段から公民館活動を通じてコミュニケーションがとれ

ている公民館の参加は、参画者を増やす意味において有意義であった。 
 

３ 質疑応答・意見交換 

  話題提供者・世話人・参加者が４グループに分かれ以下の意見交換を行った。 

 ⑴ 発表を聞いての感想 

  ・ なぜ多様な住民参加が必要か考える場となった。様々な立場や視点が集まる

ことで、課題解決への方法が広がることを感じた。 

・ 地区の資源を生かす、関わる人間が楽しくやれる、世代間交流の場を作る、

防災を地域で考えるといった話が聞けて参考になった。自分の地区の防災意識

を高めることに苦労しているのでそのヒントを持って帰りたい。 

・ 広げる、つなげる際は、誰から（どの団体から）声がけをしていくかが大事。 

・ 核となる人がいる、相談先がある、やってみる気持ちがある人がいる事など

が取り組みのきっかけになるのだと思った。 

・ 動員型の取り組みは、継続が難しい。 

 ⑵ 自分の地区の課題、また課題に対して現在取り組んでいる事 

  ・ 地区内の防災の意識を高めたいが、アパート等も増えてきており住民の意識

統一が難しい。 
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  ・ 町会加入者が減っている中、町会の仕事を回すのが困難になってきているの

で、若い人に参加してほしい。 

  ・ コロナで中止になった事業の復活は「今までやっていたから」では復活や続

けることができない時代になってきている。 

  ・ 新しい人や若い世代とのつながりがない。 

 ⑶ 上記⑵で挙がった課題に、事例発表を参考しながらどのような取り組みが考え

られるか 

  ・ 世代を越えて人をつなげることが大事。中高生は AI やスマートフォンに詳

しく防災訓練も受けていて知識を持っている。こうした子ども達を地域の資源

と考え町会に関わらせることが必要。 

  ・ 若い人が参加しやすい工夫として本人たちの意見を直接聞いて当事者意識を

持たせる、町会活動に関わることで将来のプラスになるようにしていくなどが

必要。 

  ・ 町会の必要性を洗い出し、町会以外で担えることは町会から除外し、町会役

員の負担軽減を図る。 

  ・ 交流会で防災すごろくなど、世代間交流×防災などもいいかもしれない。 

  ・ 公民館を多世代が集う場として活用できそう。児童館のように子ども達がい

る場にし、大人が入っていくような形になれば良い。 

 ⑷ 上記⑶に関して、どのような事なら始められそうか 

  ・ 世代交流のツールとしてｅスポーツが有効だとわかったので、ｅスポーツに

ついてイベント開催を検討してみたい。 

  ・ 公民館は人や団体をつなぐ重要な機関であり、多くの人々が行きかう場所で

ある。公民館長・主事は日頃から人間関係を構築している必要があり、一層人

との交流・ふれあいを大切にしたい。 
 

４ まとめ 

  第一分科会では、住民や団体など多様な主体が関わり合い課題解決の糸口を見つ

けた実施事例を扱い、地域活動に「多様なアクターがつながる」という視点を取り

入れる有効性について実践事例を基に議論を行った。 

グループワークでは、発表で得られた連携の有用性や成功事例を基に、地域の課

題の解決方法について意見を交わした。世代や団体毎に特徴・得意とすることなど

を挙げられ、事業推進に向けて新たな連携先を考えたいという発言も見られた。 

各事例における多様な主体との協働方法は様々であったが、共通事項として「多

様性を保ちながらつながった人々が、それぞれの役割を果たしながら主体的に活動

することにより、楽しみを感じながら前向きに活動が展開されている」ことが確認

され、そこに多様な主体が繋がることの有効性と実現のためのヒントを感じること

ができた。 

日頃から多様な主体が集い、つながる場（地区公民館、福祉ひろば、町内公民館

等）では、本分科会で確認されたことを参考にした積極的な実践が求められると言

える。 
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第２分科会 みんなでつくる安心のまち～暮らしを支える地域の仕組み～ 
 

話題提供者： 丸山 花代子 （市福祉政策課） 

 西村 宏美 （ 〃 ） 

事例発表者： 上条 貴子 （新村地区生活支援員） 

 原田 裕 （プチ送迎ボランティア事務局長） 

 松崎 希佳子 （島立地区生活支援員） 

 清水 正明 （島立ボランティア連絡協議会会長） 

 山田 任宏 （       〃     前会長） 

コーディネーター: 尻無浜 博幸 （松本大学総合経営学部教授） 

司   会： 降簱 清人 （第一地区公民館長） 

会場：中央公民館 ６階ホール／参加者：47 名 

 

１ 協議の柱 

誰もが取り残されず安心して暮らせる福祉のまちづくりには、社会保障制度等の

公的福祉の仕組みだけでなく、住民自身が地域参画し、お互いに支え合う仕組みが

大切ではないか。本分科会では、住民の身近な困りごとの解決に地域で取り組む事

例を共有しながら、住民が役割を持ち支え合える安心のまちづくりについて考える。 

 

２ 話題提供 

⑴ 「松本市が目指す地域共生社会と松本市地域福祉計画～つながり・支え合いの

セーフティネット～」（市福祉政策課） 

ア 概要 

  市は「みとめあい、役割を持ち、ささえあって生きる『誰も取り残さない地

域共生社会』をともにつくる」を基本理念とした第５期松本市地域福祉計画の

策定を進めている。策定の背景には社会課題として、社会構造の変化や支援ニ

ーズの複雑化があり、従来型の社会保障だけでは対応しきれない状況がある。

人口減少、少子高齢化、核家族化、共働き世帯の増加などにより、地域の相互

扶助や家族の助け合いによって成り立っていた支え合いの基盤が弱体化してい

ることから、個人、家庭、地域、企業、行政などが世代や分野、支え手・受け

手の関係を超えたつながりを強化していくことが求められる。 

  インフォーマルな取り組みとして、地域が中心となった支え合いづくり、関

係づくりがあるが、公民館や福祉ひろばでの活動をはじめ、町会や地区での活

動に住民が主体的に参加、交流することで、住民の社会とのつながりと住民同

士のお互いに気にかけ合う関係性がより強固になっていく。地区には生活支援

員が配置され、つながる場や助け合いの場づくりをコーディネートしている。 

  制度だけがセーフティネットではなく、人と人とのつながりそのものがセー

フティネットであり、身近な困りごとを地域全体で把握することにもつながる。 
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３ 事例発表 

 ⑴ 移動支援「プチ送迎」（プチ送迎ボランティア） 

  ア 概要 

    平成 24 年 11 月に事業開始。新村地区内及び近郊の大型店舗２か所と医療機

関４か所へ、小型のリース車両を使ってドア to ドアで送迎を行うもの。利用

者、運転者、賛同者から徴収した年会費と、新村地区社会福祉協議会、町会連

合会、あたらしの郷協議会、松本市からの補助金で運営している。 

  イ 成果と課題 

    利用者からは、「安心して免許返納ができる」、「買い物の重い荷物を玄関先ま

で運んでくれるので助かる」などの好評をいただいている。また、運転者から

も、「利用者が喜んでくれるので嬉しい」、「いずれ自分も高齢者となる。その時

をイメージしながらボランティアを行っている」など、やりがいを感じて協力

いただいている。 

    一方で、運転者の高齢化が進んでいるが新たな運転者が確保できないことや、

利用者の高齢化が進み車両の乗り降りが危なくなっているが運転者は介護資格

のないボランティアのため利用を断らざるを得ないケースがあるなどの課題が

出ている。 

 ⑵ 有償生活支援「おたすけ隊島立」（島立ボランティア連絡協議会） 

ア 概要 

  令和２年８月に事業開始。主に高齢者の困りごとをお手伝いする支え合いの

活動。具体的には、ゴミ出し、草取り、雪かきを有償でお手伝いするもの。協

力隊員には謝礼を支給している。運営は、島立ボランティア協議会が中心とな

って行っている。松本市社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会からの補助金

で運営している。 

イ 成果と課題 

依頼者と近所や地域とのつながりができ、普段から気にかけ合う関係性が醸

成されたり、協力隊員同士の仲間づくりにつながったりするなど、地域のつな

がりづくりに一定の効果が表れている。 

一方で、協力隊員の高齢化が進んでおり、日中活動できる協力隊員の確保が

課題である。また、今後も継続して活動できるように、料金などのシステムの

見直しも必要となっている。 

 

４ グループワークによる意見交換 

 ⑴ 事例発表を受けて考えたこと 

ア 市や社協の活動を知らない方が多いので、もっと周知をした方がよい。また、

地区ごとに夜間や休日に市主催の学習会などを開催することで、担い手確保に

つながるのではないか。 

イ 運転手の担い手不足については、企業などに協力いただいてはどうか。 

ウ 住民の入れ替わりの多い地域では、こういった取り組みが根付くのは難しい。

コミュニティスクールなどを通じて学生からの協力を得るのはどうか。 
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エ 有償ボランティアにはできることとできないことがある。利用者の要望が増

えてきたら、協力会員の負担の増加や財政面の負担などの課題が増えてくるの

ではないか。 

オ 支えてほしい方の中には、できることがあれば支える側にもなりたいと思っ

ている人もいる。そういう思いを汲み取れる場が作れると、より地域のつなが

りが深まるのではないか。 

 ⑵ 地域でどのように生かせそうか 

ア 要支援者を把握するために、町会ごとにささえあいマップを作成してはどう

か。 

イ 梓川の送迎ボランティアも高齢化したため、のるーとを活用いただくように

した。 

ウ 買い物について、送迎支援から移動販売に切り替えたところ、たくさんの人

が集まるようになり、住民の情報交換の場としてのコミュニティにつながった。 

エ 若者は年を取ったら困るということの想像がつかないと思う。そういうこと

を意識させる機会を設けてはどうか。 

オ 白板地区の送迎支援事業ではタクシー会社に依頼をしている。運営費につい

ては、町会費の他、町会だよりへの広告掲載や定期に開催するバザーの売上金

を充てている。 

 ⑶ 地域にどんな困りごとがあるか 

ア 有償ボランティアで草刈りをした際に、剪定もしてほしいと頼まれたことが

ある。 

イ 町会の役員の担い手不足があり、ある程度強制的に割り振っている状況。 

ウ 団地に一人暮らしの高齢者が、灯油を部屋まで運ぶことが難しい。 

エ 町会加入率の減少などにより、困りごとの声を拾いづらくなっている。 

オ 以前は高齢者の支援は民生委員の役割であったが、現在は他にも様々な人や

サービスが関われるようになっている。しかし、それを把握できている高齢者

は少ないと感じる。高齢者にも受け取れるような情報発信が課題ではないか。 

 

５ まとめ 

  本分科会のテーマ、「みんなでつくる安心のまち」の「みんなで」とは、相互扶助

の機能が低下している現代において、住民一人ひとりが「ひとごと」ではなく「我々

事」として、主体的に関わることの重要性を示している。 

  地域は、地区や町会といった住民組織、福祉ひろばや公民館、地域づくりセンタ

ーなどの行政組織、企業やＮＰＯといった民間事業者など、幅広い人や組織で構成

されている。これらの多様な主体がそれぞれの暮らしを支え合える仕組みづくりが

求められている。 

  この集会では、グループワークで多くの意見交流がこれまでもなされてきた。さ

まざまな地区の参加者が各地区の特色を話し合い、それぞれの課題を共有すること

ができた。ここで得られた気づきを、それぞれの地区で実践していくことが、「みん

な」でつくる「安心のまち」を実現する一歩になるだろう。 
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第３分科会 子どもの経験値を増やすコミュニティスクール 

～大人になるまでにできること～ 
 

話題提供者： 小松 伸行 （旭町中学校 校長） 

 降旗 都子 （第三地区まちづくり協議会 副会長） 

オブザーバー： 早坂 淳  （長野大学 社会福祉学部 教授） 

司 会： 赤羽 絵美 （今井公民館 主事） 

会場：旭町中学校 教室／参加者：３７名 

 

１ 協議の柱 

学校だけでは学べない貴重な体験の場を、地域と協働で作る、それがコミュニテ 

ィスクール（以下 CS）です。CS を通じて得られる多くの発見や喜び、かけがえのな 

い経験の積み重ねについて、実際の活動事例を基に、一緒に考えます。 

 

２ 話題提供 

⑴ 子ども・地域を巻き込み、持続可能性を探る CS 活動（小松 伸行氏) 

ア 生徒が参加する学校運営委員会（旭町中学校での取組み） 

(ｱ) 運営委員は、「中学生は、一生懸命考えながら生活していることが分かっ

た」、「中学生と話をすると新しい発見がある」という気付きを得た。 

(ｲ) 生徒は「地域の人と一緒に何かできるかも」、「地域の方は思った以上に頼

りになる存在」という気付きを得た。  

イ 地域と共に探った、持続可能な奥穂高岳登山（大野川小中学校での取組み） 

 (ｱ) 学校登山として実施する場合、登山に不安な職員が多いこと、生徒全員が 

山頂を目指す登山はハードルが高いこと、学校だけで調整や安全確保など 

を行うのは負担が大きいなどの課題があった。 

 (ｲ) 伝統の奥穂高岳学校登山を CS 主催にすることで、 

参加者の希望制が実現し、登山経験豊富な地域の方 

の引率が可能になった。また、登山をしたい子ども 

たちの居場所ができただけでなく、関わる大人の居 

場所になった。 

⑵ 地域住民だからこそできる学びの提供（降旗 都子氏） 

 ア 製糸業・近代産業発展の歴史を後世に伝えるため、歴史冊子・マップを作成。 

 イ 漫画家の協力、松本工業高校による動画作成等、地域のために動いてくれる

人材との出会いから活動が発展 

 ウ 教員の異動があるので地域学習には限界がある。 

エ 子どものために活動したい人は沢山いると思われるので、地域住民・教師の

「やりたい」を叶えるために、人材バンクのような、

気軽に相談、実行可能な体制を整える必要がある。 
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  オ 実際に CS を経験した学生の発表や感想 

   (ｱ) 大学１年生の K さん 

     ａ 登壇した際に話した内容の抜粋 

小中学校での地域学習などの経験は、高校３年生の進路選択の際に役

立った。学校と自宅、中心市街地の自習スペースの間を行き来する中で、

幼少期からなじみのある、場所や建物を意識、松本で育ったことを実感。 

城下町、蚕糸業の歴史、水の豊かさ、芸術、自然について、中学時代に、

松本のために熱心に活動する方たちに教えていただいた。 

地域学習、探求学習、CS などの学習は、社会との対話、目的達成のため

に手順を考え、問題に対処する、かけがえのない経験だった。また、学習

の場に携わる大人が増え、指導の手厚さが向上するのも素晴らしいと思う。

これを前提としつつ、私は二つの立場から意見を持っている。 

学生の視点からは、探求学習はあくまで「経験」であり、「学習」の要

素を充実させてほしいと考える。探求学習は、好きなことを学ぶ楽しさと、

そのためには勉強が必要と気づく、教科学習の入り口として機能してほし

い。松本の最前線で活躍する方々は学問を修め、実績を積み上げており、

自分も地道に学問を修めたいと感じている。また、興味の対象が地域の自

分は、地域についての探求学習は有意義だったが、児童・生徒の多様な興

味関心を伸ばすには、地域に限定しすぎない柔軟さも必要と考える。 

松本市民の視点からは、小中学校のカリキュラムの中で地域について

学び、地域の魅力に気づく機会が全員にあるのは大切だと考える。松本の

魅力をよく理解しているのは地元の住民より、他県からの移住者ではない

かと感じ、恥ずかしさを覚えた経験から、一層地元の学生には松本につい

て知ってほしいと感じる。 

     ｂ 参加してみた感想や自身の気づきにつながったこと 

実際に地域教育を受けた方のフィードバックが貴重であると、参加者 

や早坂教授からお声がけいただき、貢献できたと感じる。小中学生の現実

的な視点から意見を伝える場面が多かったが、この感覚と大人たちの感覚

が違うことに少し違和感を覚えた。 

一方で、大人の経験の蓄積や物事を正確に判断する力も強く感じた。子

供と大人の間といえる大学生の自分は、双方の架け橋として機能できるよ

う、今後も教育に関わりたいと感じた。 

     ｃ 今後、行政職員や周りの大人たちに望むこと 

実際に教育を受ける立場の意見や感覚を大切に進めてほしいと考える。 

「何がやりたいのか」との問いかけでは、物事の考え方や伝え方を知ら

ない子どもたちは意見をうまく表現できず、本当にやりたいことは聞き出

せないと思う。大人の価値観や先入観を押し付けず、様々な方法を丁寧に

試しつつ、子どもの表現を助けられるように、導いてほしいと思う。 
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(ｲ) 高校３年生の T さん 

     ａ 登壇した際に話した内容の抜粋 

地域の方が公民館で開催した無料の学習塾に参加したおかげで、自分

の課題であった数学の苦手意識の克服と、新たな居場所、人や地域との関

わりの大切さを学び、進路選択に役に立った。 

高校の探究では、戦前・戦中の白黒写真を AI でカラー化して、若い世

代が戦争を考えるきっかけづくりの活動に取り組んだ。写真収集を文書館、

地域の方に依頼、実際の体験談をお聞きして、地域と関わってきた。 

これらの経験から、自分から地域の知らない人と関わるのは、勇気が必

要であるが、年代も性別も違った人と関わることで視野が広がり、人との

つながりの創出、興味関心を広がり、進路選択にも繋がると感じる。 

     ｂ 参加してみた感想や自身の気づきにつながったこと 

地域と関わる学習は、子どもの経験値を広げるためだけでなく、大人の

成長にも寄与していることが分かり、非常に大切だと改めて認識。 

また、意見交換を通して、子どもが思う以上に、地域の大人が子どもの

ことを真剣に考えてくれていて驚いた。CS の取り組みが発展し、部活動

の地域移行や学校登山の移行なども進みつつあると聞き、当時よりも地域

と関わる機会が確実に増えており、嬉しく感じた。 

ただし、すべての子ども・家庭に地域との関わりを強制せず、それぞれ

の思いに配慮しながら、関わりたい人がより気軽にかつ広く地域と繋がれ

る環境づくりが、今後さらに必要になると感じた。 

     ｃ 今後、行政職員や周りの大人たちに望むこと 

当時は年齢差もあり、地域との関わりに少し怖さや近寄りにくさを感

じていたが、少しでも和らげる工夫があれば、より気軽に地域と関われた

と思う。実際に、学校の補習時間を通して地域の大人の方と話す機会があ

り、心の壁が次第に小さくなった。こうした交

流機会を増やすために、子どもたちが地域との

関わりを「楽しい」と思え、大人になっても心

に残るような場を作ってほしいと願っている。 

 

３ 意見交換 

⑴ Ａグループ ～まずは関係づくりと姿勢を見せること～ 

一人一人の声を聞くことが子ども若者の経験値獲得のための出発点。一定の年

齢になると物事のデメリットを考え始める。その中でも取組む意図や意味を捉え

ながら、先生・地域・公民館だけでなく、親の後押しも重要。 

大人が粘り強く、熱意を持って取り組んでいる姿勢を見せることが大切。受け

取ってくれる子どもは必ずいることを忘れずに、継続して取り組む。 

 ⑵ Ｂグループ ～経験値は「共につくるもの」～ 

子どもをもっと信じて任せる。企画や運営を一緒に行う。大人が主導・守るの

ではなく、何をやりたい・学びたいのか聞く。その結果、子どもの経験値が増え、
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大人の負担も減り、持続可能的な形になる。 

 ⑶ Ｃグループ ～原点は大人、主体は子ども～ 

CS という言葉は新しいが、実践自体は昔からあった。主体は子どもだが、原点

は大人。子どもが何を求めているかだけでなく、大人に何ができるのかという視

点も重要。地域が常に開かれている、受け皿になっている状態が重要。 

 ⑷ Ｄグループ ～CS は選択肢を増やす仕組み～ 

CS は「子どもの可能性の選択肢を増やす場」だと感じた。子ども若者にとって

第三の居場所（サードプレイス）が必要。公民館は有力な拠点になる。 

教員・保護者ともに多忙であり、コーディネーターの役割が重要。 

「やってみたらよかった」が継続の鍵。 

 

 

 

 

 

４ まとめ【各発表者から学んだこと・全体総括】 

⑴ 性質の異なる CS の事例及び地域住民として CS に関わってきた事例より 

ア 子どもと地域住民が共に企画運営することの重要性 

イ 既存の学校行事を CS 主催とすることで、多様な人が関わり合える持続可能

な行事に生まれ変わる可能性があること 

ウ CS に関わる大人の居場所づくりになり得ること 

エ 地域の愛着の熟成のためには地域を知ることが重要であること 

オ 地域を教える役割は、異動等がある教員より地域住民が担う方が望ましい 

⑵ 小中学校時代に CS を通して、地域住民と接した経験を持つ学生の話より 

ア 視野が広がり、人とつながりが生まれ、興味関心が広がること 

イ 進路選択の一助になり得ること 

ウ 地元の魅力に気付くとともに、愛着を持つきっかけを与えること 

エ 大人は、先入観を押し付けず、様々な方法を試しながら、子どもがやりたい

ことをうまく表現できるよう導く必要があること。 

⑶ オブザーバーとして参加いただいた早坂教授の講評より 

ア 「８つの外せない背景・課題」から、CS に取り組む意味等を再確認 

イ CS を持続可能にするための４つの解決策「風の人から樹の人へ」、「個別の活

動をつなげる」、「活動の見える化」、「人と活動をつなげる」 

ウ 大人にとって、CS に関わることは有意義 

 

CS 事業を切り口として、仕掛ける側の目線（学校職員、地域住民等）及び受取る側

の目線（児童生徒）の発表から、大人になる前に地域住民（＝他者≒社会）と関わる

意味や方法等を共有することができた。 

子どもの経験値を増やすために、今回学んだことを生かして、松本市各地区の特色

ある地域性や移り変わる時代に沿った活動が広がっていくことを望みたい。 
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第三地区まちづくり協議会 副会長 降旗 都子 

話題提供の概要   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年から、カタクラモール再開発問題に取

り組む中で、現在のイオンモール松本のある場所に

松本の製糸業をはじめとする近代産業発展の歴史が

あることを知り、息子たちから「なぜ地元の歴史な

のに、学校で誰も教えてくれなかったのか?」 

と問われたことをきっかけに、この歴史を後世に伝

える活動を始めました。 

活動する中で、地元の小中学生に地域の歴史を伝

える為には教科書が必要と考え、第三地区まちづく

り協議会として、子ども達にも受け入れやすい漫画

という形で「お蚕様から生まれた町」という歴史冊

子と、大正時代と現代のまちの地図を見比べられる

歴史マップを作成し、市内小中学校、図書館、近隣

の高校に配布ました。 

その後２０２２年にはこの漫画を、松本工業高校

の生徒さんたちにアニメーションにしていただき、

現在も松本市の公式ＹｏｕＴｕｂｅで配信していま

す。 

 
毎年これらを使って清水中学校の一年生とまち歩

き学習をして、まち歩きを入口とした子どもたちの

探求学習のお手伝いをしています。 
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その他のコミュニティースクールに関わってきたもの 

【源池小学校の田んぼづくり】 

 

 

 

 

 

 

【源池小学校の３年生にブドウができるまでの授業】 【清水小学校２年生に蚕ってなあに?の授業】 

 

 

 

 

 

 

地域だからこそできる子どもたちの学びとは? 
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第４分科会 みんなの「顔が見える」地域をつくろう！ 
 

話題提供者： 髙砂 美織 （塩尻市社会福祉協議会） 

 石川 裕之 （合同会社ＳｕｍＳｕｍ 代表） 

 上條 俊道 （和田地区健康麻雀クラブ） 

 保科 黄 （松本市内田公民館） 

司 会： 久保田 文章 （松本市寿公民館 館長） 

会場：中央公民館 会議室３－２／参加者：36 名 

 

１ 協議の柱 

隣近所の人の顔は見えていますか？ 

これまで地域活動に参画することが少なかった住民（子どもからシニア層まで）

もつながり、地域への愛着を深めながら「顔が見える関係」を築くことで、いざと

いう時に助け合える地域になるのではないでしょうか。事例学習とグループワーク

を通して、様々な世代が参画する地域づくりを考えます。 

 

２ 事例発表 

⑴ 地域食堂「月よう食堂」の取組み  

（塩尻市社会福祉協議会 髙砂 美織さん） 

ア 概要 

当分科会のテーマである「顔が見える地域を作ろう」の先駆的取組として、

発表者の高砂さんに、塩尻市原新田公民館を会場に個人として開催している「月

よう食堂」の様子を紹介していただき、顔が見える地域づくりに向けたヒント

となる要素を持ち帰っていただこうというもの。 

イ 「月よう食堂」ついて 

 ・目的 →子ども食堂の機能と、地域のみんなが集まり語る場所の創出を目的

にしている。地域の子供から若い世代、高齢者まで、いろんな方が来て話す場

所となる地域食堂を目指した。 

・運営について →月１回開催。スタッフは固定メンバー４名とその都度の応

援３名程度の体制。毎回 50～80 名程度の来場がある。料金は子ども無料、大人

300 円。勉強会も同時に開催し、子どもが来場しやすい環境づくりもしている。 

   ・費用について →自治体の補助金、地区からの補助、寄付、行事出展売り上

げの充当など 

ウ 地域食堂に求められるもの 

  地区には 8050 問題や若者の引きこもり、潜在的に地域問題が存在している

が、日々顔を見合わせることで、その問題の掘り起こしにつながる。また子ど

もから高齢者まで世代を気にせず皆が気軽に集える場所を作り出すことで、第

３の居場所づくりにもつながる。 

子どもたちには、幼少期に楽しい経験を積むことで、地域への愛着による若

者の人口流出の防止や、不安解消、自分らしく生きる学びにつながる。大人に
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は、課題となっている単身世帯増加による孤独孤立防止などが期待できる。 

エ 「顔が見える」地域の実現のために～顔が見える事が地域の原動力に繋がる～ 

  ・多世代の混ざり合いと役割 →居場所にそれぞれの「役割」があることが大切 

  ・双方向の関係性 →子どもの成長に元気をもらう大人。子ども同士の声かけ。大

人から子どもへの優しさ等、多世代が混ざり合うことで、双方向の関係性が循環

することが大切。 

  ・お互いを尊重する気持ち →年齢や立場による押し付けや決め付けではなく、

互いの考えを認め、日々の生活を労い合うことのできる場が、心の居場所になる。 

 

⑵ ふつうの暮らし”を作る ―篶竹荘・ポルトマツモトについて― 

  （合同会社ＳｕｍＳｕｍ 石川 裕之さん） 

 ア 概要 

   県外から大学進学を機に松本市に暮らし始め、市役所勤務を経た自身の経験

から、「移住者と地元住民をつなぐ」を目標としたシェアハウスの運営をしてい

る。シェアハウスの入居者が地域の一員であるという自覚をもって暮らすこと

で、地域の方には若い住民が増えたこと、移住者には地域に溶け込んで安心し

て暮らせる、というそれぞれのメリットが生じている。このような取り組みを

通じて浅間温泉にかかわる人が増えつつある。 

 イ 活動の経緯 

   学生時代に親しんだ浅間温泉がどんどん活気を失っていたこと、都市計画や

まちづくりに興味があったことがきっかけとなり、移住者のためのシェアハウ

ス「篶竹荘」を始めた。その後、別の建物で「ポルトマツモト」を新たに展開

し、浅間温泉を訪れる人たちの交流拠点化を目指している。 

 ウ みんなの顔が見える地域づくり 

  (ｱ) 篶竹荘 

    昭和 20 年代に建てられた元学生下宿を利用したシェアハウス。最低入居

期間１年、町会行事や祭りへの参加必須とし、移住者を中心に大学生も受入

れたところ、入居者は地域住民と顔なじみになり、双方にメリットが生じた。 

  (ｲ) ポルトマツモト 

10 年間空き家として放置されていた木賃アパートを活用。建物はシェアハ

ウス、テナント、簡易宿泊所、学生アパートの要素を取り入れた複合的施設

を目指す。住民もテナントも地域活動への参加を必須とするなど、地域との

つながりを求め、観光客よりも地元住民目線での施設として運営している。 

  (ｳ) 今後の展望 

事業と地域づくりの両立は難しいが、住民が楽しんでいる街の良さは観光

客にも伝わるはずなので、地元、観光客双方にメリットがある。これからも

地道な活動を続けていきたい。 

  

 ⑶ 和田地区健康麻雀クラブの取り組み 

   （和田地区健康麻雀クラブ 上條 俊道さん） 
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  ア 概要 

    平成 27 年に始まり、月に２回、和田地区福祉ひろばで健康麻雀を実施してい

る。さらに年２回、朝の９時から午後４時まで、６時間のロングラン大会を西

原町会公民館で開催している。男性、女性、年代を問わず入りやすい雰囲気づ

くりと、初心者が気兼ねなく参加できる運営を重視している。 

 イ 活動の経緯・狙い 

   和田地区では高齢者人口が増加し、孤立が課題となっている中、麻雀という

共通の遊びを通じて、同世代での仲間づくり、また、世代を超えて緩やかな支

え合いのネットワークをつくることを主な狙いとし、参加者がこれまで培って

きた経験を生かして役割を持てる場とすることで、自己肯定感や日常の交流機

会を回復させ、孤立予防や認知機能の維持につなげることも期待している。 

   また自身が高齢となり、「お茶を飲んでおしゃべりや健康体操もいいけど少

し物足りない…」、「仲間を誘ってと言われても…」等の思いがある中、本活動

においてはおしゃべりも沈黙 OK で、お茶も飲みながら、手・頭・目・耳をフル

活用、おひとり様大歓迎・途中参加・途中退席ありで充実した活動をしている。 

 ウ 今後の展望 

   マージャンは世代、性別を超えた共通言語、初めて会ったメンバーでもコミ

ュニケーションが成り立ち、「吸わない、飲まない、賭けない」の健康マージャ

ンでも、年間チャンピオンは決定したりしながら、新しい町会、地元にいなく

て帰ってきた人、古くからの人、みんな一緒に楽しく過ごしたい。好きな人は

必ずいるので、次の世代が参加してくれるまで、楽しく続けていきたい。 

 

⑵ ｅスポーツ交流事業  

（松本市内田公民館 保科 黄さん） 

 ア 概要 

内田公民館で開催されたｅスポーツ交流会の事例が、『顔のみえる関係づく

り』特に若い世代との交流の一つとして生かせる可能性がある。内田公民館で

上手くいかなかったところ、反省点を披露し、地区・町会での顔の見える関係

づくりの一助としてもらう。 

  イ ｅスポーツ交流会を始めるにあたっての課題 

   ・目的 

→孫や息子が里帰りした時、一緒に遊べるように高齢者に触れてもらう事。 

→里帰りした方たちに楽しい思い出を作ってもらい、将来、内田地区へ移住

を選択肢に入れてもらう事。 

→普段、公民館に来ない世代を呼び込む事。 

   ・開催へのハードル 

    →許可申請、宣伝方法、ハードの用意等具体的な課題と対処法を紹介した。 

  ウ 内田公民館での取り組み事例紹介 

    実際に内田公民館で実施したｅスポーツ交流会について発表してもらった。

申請までの経緯や見落としがちな法律など気を付けるべき点の説明があった。 
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    宣伝方法、景品等力にも入れたが、参加者が少なかった。若い世代を呼ぶに

は、日付や曜日について工夫する必要があるとの説明があった。 

   

３ ｅスポーツ体験 

会場に機材を設置し、参加者には実際にｅスポーツ「打撃系」と「パズル系」の

２種類のソフトを体験してもらった。打撃系は、高齢の方もすんなり馴染めていた。

しかし、パズル系はルールや操作の難易度が高く、高齢者にはハードルが高かった。

開催時には、世代を超えて楽しめるソフト選びが重要になると感じた。 

 

４ グループワークによる意見交換 

  話題提供者・世話人・参加者が５グループに分かれ、本日印象的だったこと、気

づき、今後に活かしたいことなどをテーマに意見交換を行った。  

 ・どの発表も目的が何であるか明確にして取組みを行っていた。 

 ・現行の活動も、同時開催や年齢の枠組みを取払うことで世代間交流につながる。 

 ・子供向け事業を増やすことで、世代か交流が広がると思う。 

 ・麻雀、ｅスポーツは楽しく交流する企画として参考になる。 

 ・地域づくりも行事もイベントも、自分が楽しいと感じられることが続けるための

原動力となる。 

 ・地区行事に参加してくれることが少なくても、声はかけ続けたい。 

 ・町会活動を強制感がない楽しいものにしたい。 

 ・地区のみんなが役割を持ちことが大事である。 

 ・浅間温泉の事例のように、若い世代の人が積極的に取組んでいることは良いこと

だと思う。 

 ・学生も地域のために何かしたいという思いはある。声をかけてもらえると嬉しい。 

 

５ まとめ  

みんなの「顔が見える」地域をつくろうをテーマに話しをすすめてきたが、立場

も状況も違えばやり方も当然変わってくる４人の事例発表に触れることで、参加者

には少しでもヒントを得てもらえたのではないだろうか。各々発表の中で出てきた

共通のキーワード、「楽しむ」、「役割を担う」。長続きさせるためには、各々が楽し

み、少しずつ役割を担い合うことで一部の人に偏らせ重荷にすることなく、かつ必

要とされているという生きがいが、地域づくりのエネルギーの創出にもつながる。

そんなことを垣間見れる事例発表であったと感じる。 

また、グループワークからは、地域と関わりたい、携わりたいという思いは持ち

ながらも、一歩が踏み出せず関りが持ち切れていない若者の意見も散見された。若

者は関心がないと初めから決め付けるのではなく、諦めずに顔を見にいく。もちろ

ん、若者だけでなく高齢者も、こどもも、顔を見に行く。それこそが「顔が見える」

地域をつくるために必要なことなのではないだろうか。 
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第５分科会 分科会名 身近にある資源に気づく、地域と共に活かす～流れを知り、視点を変える～  

 

話題提供者： 上條 泰正 （今井公民館 館長） 

 桃井 多美子 （今井地区フラダンスサークル『プアメリア』代表） 

 胡桃 亜矢子 （松本市社会福祉協議会 今井地区生活支援員） 

 海沼 博 （奈川地区地域づくりセンター 係長） 

 花村 憲二 （四賀公民館 館長） 

 三木 惣介 （奈川地区地域づくりセンター 地域おこし協力隊） 

 上田 将太郎 （ＮＰＯ法人 松本山雅スポーツクラブ ホームタウン事業担当） 

会場：サンプロ アルウィン 会議室１、２／参加者：38 名 

 

１ 協議の柱 

「地域資源」と聞くと、特別なものをイメージするかもしれません。４つの実践

事例から、私たちが身近な地域資源をどう見つめ、つくり、発言し、つなげていく

のか「自分たちの地域資源とは何か」を一緒に考えてみませんか。 

 

２ 話題提供 

⑴ 今井の魅力発信大作戦!!  

ア 「今井地区イメージキャラクター」制作 

  今井公民館 館長 上條 泰正 氏 

(ｱ) 事業の概要 

地区に馴染むイメージキャラクターを育て、イベント等のあらゆる場面で

活用し、広く「今井」をＰＲする。 
(ｲ) 経緯 

一昨年の地区文化祭において、集客が少ない別館への動線を確保するのに、

「着ぐるみキャラクターが案内したらアピール効果が大ではないか」と町会

公民館長の一人が思い立ち、本事業が始まった。 

     今井公民館が町会連合会の協賛を得て、令和７年７月から図案を募集、応

募総数 35 点から、11 月２日の地区文化祭にて投票。上位７点まで絞りこみ、

現在、公民館運営委員会にて最終選考中。地域性、デザイン性、明るさ・楽し

さ、歴史・由来・物語性、ネーミングを重視し、親しみがあり、愛されるキャ

ラクターの誕生を目指している。  

(ｳ) 今後の展望と課題  

ａ 目指す方向性 

   ⒜ キャラクターを考え、応募～選考～お披露目の過

程から、一人ひとりが今井地区を見つめ直すきっか

けを作る 

⒝ 決定後は、様々な場面でキャラクターを活用し、

今井の魅力向上を図る 
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・グッズ（キーホルダー、クリアファイル等）や着ぐ 

るみの制作、広報物や地区紹介動画への活用、松本ぼんぼん等でのＰＲ 

 ｂ 令和８年度の記念行事に向けて弾みをつける！ 

   ８月：今井ドンパン夏祭り第 30 回、11 月：今井地区文化祭第 50 回 

ｃ 課題 

  ⒜ 魅力的な作品が多く、意見が割れる中、最終決定したキャラクターを

いかに末永く、住民から愛されるキャラクターに育て上げるか？ 

  ⒝ 予算の確保（グッズ、着ぐるみ制作には少なからず資金が必要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「今井の父ちゃん」に再び光を！ 

    今井地区フラダンスサークル『プアメリア』代表 桃井 多美子 氏 

    松本市社会福祉協議会 今井地区生活支援員 胡桃 亜矢子 氏 

   (ｱ) 事業の概要 

平成 10 年に発売されたご当地ソング「今井の父ちゃん」。りんご農家の１

年を歌ったこの秀作からは、ほのぼのとした土地柄や郷土愛が感じられます。

しかし、残念なことに現在有効活用されているとはいえません。地域の宝に

再び光を当てたい！ 地元の強い思いが健康体操の開発や、インターネット

による楽曲配信の動きにつながりました。 

  (ｲ) 経緯 

ａ 「今井の父ちゃん」体操の考案 

    平成５年、「今井でも生の音楽が聴けたらいいなあ」という一人の女性の

声をきっかけに今井公民館、青年団、今井小学校児童、保護者他が協力し

て「ひだまりコンサート」が始まった。今井小学校の教諭だった二村昭美

氏と実行委員会によって作られたこの曲は、その５年後の平成 10 年、関係

者の熱意が実り、ＣＤ「今井の父ちゃん」として発売に至る。 

しかし、その後、ひだまりコンサートは途絶え、楽曲の存在が徐々に薄

らぐ中、地区のフラダンスサークル『プアメリア』代表が立ち上がる！今

から約 11 年前に「今井の父ちゃん」をフラダンスで復活させようと試みた

が振るわず、その経験から今度は子どもから大人まで、みんなが楽しめる

健康体操としての活用を思いつく。その根底にあったのは「せっかくの名

曲が廃れず、いつまでも歌い継がれるように」との強い思い。賛同した今

井福祉協議会は、令和５年度より健康部会で話し合いを始動。令和６年度

から本格的に体操を考え、地区外の運動指導士のアドバイスを受けながら
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令和７年 10 月に完成、11 月の地区文化祭でお披露目となった。その他、

ＪＡまつり等にも出演。現在は、健康体操の他、盆踊りバージョンにも取

り組み、地区内外に広く普及、浸透、定着させようと精力的に活動を続け

ている。昨年、地元新聞がその活動を紹介したことが発端で、県立長野図

書館にもＣＤを寄贈するに至った。 

ｂ ＣＤ楽曲のインターネット配信 

  地域づくりセンターでは「今井の父ちゃん」体操の取組みと連動してＣ

Ｄ楽曲のインターネット配信を模索している。ＣＤ製作当時とは時代が一

変し、今はオンライン配信によって誰もが容易に楽曲にアクセスできる世

の中になっている。そこで、ＣＤ「今井の父ちゃん」に収録されている各

楽曲を全国、全世界に配信すべく取組みを急いでいる。 

(ｳ) 今後の展望と課題 

ａ これまでの成果 

⒜ 今井小学校、今井保育園、今井児童センター、道の駅「今井恵みの里」、

高齢者施設他にＣＤを配布し、施設での定期的な放送を依頼 

   ⒝ 道の駅では定期的にかかるＢＧＭとして観光客等へのＰＲを促進 

   ⒞ 今井小学校ではＣＤ２曲目「いまい ＩＮ ＭＹ ＴＯＷＮ」を朝の 

校内放送に採用し、地区文化祭でも児童がバックコーラスを進んで披露 

ｂ 目指す方向性 

   ⒜ ＰＲ用のオリジナルＴシャツの制作、笹賀地区『デジステ笹賀』さん

の協力を仰ぎ「今井の父ちゃん」体操動画を作成し、ＤＶＤを各所に

配布する他、ＹｏｕＴｕｂｅにも配信、さらに制作した動画を「音健

アワード 2026」に応募 

   ⒝ ＣＤ収録３曲を音楽配信サービスからオンライン配信し、ダウンロ

ードやストリーミングができる体制を整備 

  ｃ 課題 

    ⒜ 一部の盛り上がりではなく、地区全体の意識の向上 

    ⒝ 曲を残していくために、活動を引き継いでくれる人材の確保 

    ⒞ オンライン配信に際し、権利者（レコード製作者、作詞・作曲者、実

演者）からの許諾取り付け 

  ｄ 最後に「今井の魅力発信大作戦!!」が目指すところ 

今井地区の魅力を広く発信する活動を継続することによって、足元の

宝物に気付き、地域愛を育み、地区を大切に思う住民を増やし、団結力

を高め、地区に暮らす人々が自信と誇りを感じられる地域づくりを進め

ること!!  
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⑵ 奈川ロゲイニング 2025 

  奈川地区地域づくりセンター 係長 海沼 博 氏 

 ア 事業の概要 

(ｱ) 事業名  奈川ロゲイニング 2025 

(ｲ) 開催日  令和７年９月 27 日（土） 

(ｳ) 開催場所 奈川地区全体（一部の場所を除く） 

 イ 事業の背景 

(ｱ) きっかけ 

平成 23 年から開催されていた奈川トレイルランに、私（海沼）が選手とし

て、またスタッフとして関わっていた。 

当時のスタッフと話をするにつれ、また奈川でスポーツイベントを開催し

たいという声が上がった。 

(ｲ) 現状 

現在の奈川は人口減少が激しく、当時のようなトレイルランは多くのスタ

ッフを要すため、開催が難しい。奈川は歩いても走っても楽しい場所である

ことから、ロゲイニングの開催が可能かどうか検討を行った。 

(ｳ) 協力団体 

ａ ㈱未来図 

中信地区でロゲイニングなどのスポーツを主催している㈱未来図に開

催について相談。私（海沼）が普段から、前者のイベントに参加している

こともあり、奈川地区全体で協力することにより開催の可能性ありとの回

答 

ｂ ㈱ふるさと奈川観光交流部 

   奈川地区の観光協会的な団体へ相談。ロゲイニングというイベントを通

じて今まで奈川に来たことのない人を呼ぶことができる。少人数で開催で

きることから協力させていただきたいとの回答 

  ウ 開催結果 

参加者 70 人（うち長野県外からの参加者 19 人） 

エ 成果・課題と今後の展望 

(ｱ) 奈川地区からの参加者が少なかったため、地元からの参加者を増やしたい。 

(ｲ) ㈱ふるさと奈川観光交流部と協力し、宿泊する参加者を増やしたい。 

奈川ロゲイニング 2026 は、９月 27 日（日）に開催 

 

⑶ 四賀一周駅伝競技大会 

  四賀公民館 館長 花村 憲二 氏 

 ア 事業の概要 

  (ｱ) 開催の背景 

    昭和 34 年８月 14 日の台風７号により大災害（死者・不明７名、全半壊流

出家屋 83 戸）を被り、意気消沈の村民に、駅伝大会を開催して「元気と勇気」

「夢と希望」を取り戻そうと、公民館・青年団関係者が熱き思いで準備をし
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だした。 

    第１回大会は、１年４か月後の昭和 35 年 12 月 11 日（日）、５チームが参

加し７区間 19.8 ㎞で開催された。 

  (ｲ) 大会趣旨 

    秋空のもと駅伝大会を開催し、スポーツ人口の拡大とマナーの高揚を図り、

併せて明日への活力を養い、健康で充実した生活をおくる上での糧とし、体

力増進・地域活性化を目的とする。 

  (ｳ) 第 66 回大会概要 

ａ 主催：四賀一周駅伝競技大会実行委員会 

   ｂ 共催：四賀スポーツ協会、四賀地区町内公民館長会、四賀公民館 

   ｃ 期日：11 月３日（文化の日） 

開会式９時、スタート 11 時、閉会式 13 時、10 チーム参加 

   ｄ コース：14.2 ㎞、６区間（第 3・4・5 区は２人で走ることもできる。 

６人～９人編成 

   ｅ 参加資格：小学校５年生以上 

（走れる区間は、４区－１、４区－２、５区－１とする。） 

   ｆ 表彰：チーム表彰、個人表彰（区間賞、５回毎に通算出場表彰、小学生 

参加賞） 

   ｇ 審判員等：競技審判員（67 名）、中継所連絡員（８名）、交通整理員（27 

名）松本警察署警察官（３名）、市職員（８名） 合計 113 名 

イ 大会の変遷 

・ 第１回７区間（19.8 ㎞）、第２回～第 50 回９区間（24.9 ㎞） 

参加資格は中学生以上 

・ 第 24 回～第 30 回 ９人編成の部と 12 人編成の部（２部制） 

・ 第 31 回～第 50 回 ９人～12 人編成自由（１部制） 

・ 第 43 回～ 小学６年生出場ＯＫ （現在は小学５年生から出場ＯＫ） 

・ 第 51 回～第 60 回 10 区間（23.5 ㎞） 10 人～12 人編成、 

コースは 50 回大会と逆回り 

・ 第 61 回 新型コロナウイルス感染症のため中止 

・ 第 62 回 ５区間（９㎞）５人～７人編成、４チーム参加、支所周辺コース 

・ 第 63 回～第 66 回 ６区間（14.2 ㎞） ６人～９人編成 

ウ 成果 

・ 小学生（５年生から）・中学生・高校生が若いうちから公民館活動に参加す

ることによって、子どもたちの社会教育の場になっている。（大会２週間前ぐ
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らいから、夜間練習もある。） 

・ 親子で参加している家族もいて、世代間の交流・地域のつながりの大切さ

の確認ができるイベントとなっている。 

・ コースは、市道・県道・国道を利用しているため、選手等の安全を確保す

るために、町内公民館・交通安全協会・スポーツ協会・スポーツ推進委員・

松本警察署など 100 名以上の方の協力を経て開催しているので、地域一体の

駅伝大会となっている。 

・ 通算出場表彰（５回毎に表彰、監督・補欠でもＯＫ）をおこなっており、

参加者の励みになっている。 

エ 課題と今後の展望 

・ 公道を利用しての大会なので、交通事故には細心の注意・準備をして開催

していきたい。 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響で中止を余儀なくされた後遺症で、参加

チームが減少していたが、やっと中止前のチーム数に回復してきたので、今

後も新しいチームが参加していただけるように創意工夫をしていく。 

 

⑷ 奈川から四賀一周駅伝競技大会に参加 

  松本市奈川地区地域づくりセンター 地域おこし協力隊 三木 惣介 氏 

 ア 事業の概要 

(ｱ) 活動の背景 

奈川地区で令和７年４月に奈川ランニングクラブの発足があり、日々の練

習の目標として四賀地区で毎年開催されている歴史ある駅伝大会に参加す

ることになった。 

(ｲ) 活動のねらい 

   ａ 目標を定めることで日々の練習の意欲を高める。 

   ｂ 駅伝大会というタスキを繋ぐ競技に参加する 

ことで、メンバー間の結束力や信頼感を高める。 

  (ｳ) 具体な取り組みの内容 

    週１回早朝に集まり、奈川地区を走る。（８km 程） 

イ プロセス 

始めようと思ったきっかけ 

令和７年より奈川地区に勤務となった海沼博センター長補佐が、奈川地区住

民のＫさんと話し合い、奈川ランニングクラブを発足。「奈川でチームを作って

駅伝大会に参加できればいいね。」と半分夢物語で話していた２人。その後、地

域住民や移住者などメンバーは５人に増え、出場資格であるチーム編成６～９

人への光が見える。最終的には地域の助っ人合わせて８人のメンバーが集まり

大会出場となった。 

ウ 成果・課題と今後の展望 

(ｱ) 事業や実践に対する成果と課題 

    成果としては途中ハプニングがあり記録には残らなかったが、最後までタ
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スキを繋ぐことができ、幻の２位という結果を残せた。打ち上げを行い大会

後も親睦を深めることができ、来年は優勝を目指そうとメンバー間の結束力

も高まった。さらにメンバー１人１人のモチベーションアップにもつながり、

大会前より練習量が増えたりランニングを再開した参加者も現れた。 

    また目標があることで人が集まり、移住してすぐの住人も地域の方と知り

合うきっかけが生まれた。地域内で大会やイベントができなくても、地域外

にそれを求めることで人が集まりコミュニティが生まれ、地域外交流につな

がり、継続した取り組みへと変わった。その上で自分の地域でもなにかやっ

てみようといういい流れができたように感じる。 

課題は、怪我無く安全に練習をしていくことと新たなメンバーの確保 

(ｲ) 今後の方向性 

     今後は普段の練習に加えて、メンバーでの別イベントの参加や交流を増や

していきたい。加えて奈川地区の住民の方とのイベントや交流会も増やして

いくことで、新メンバーの加入へつながれば嬉しい。また奈川地区外のラン

ニングチームとの合同練習により、今回の四賀地区一周駅伝競技大会参加の

ようにランニングを通じて地区を超えての交流をしていきたいと思う。 

 

⑸ 松本山雅のホームタウン活動とサンプロ アルウィンについて 

   NPO 法人松本山雅スポーツクラブ ホームタウン事業担当 上田 将太郎 氏 

 ア 事業の概要 

松本山雅のホームタウン活動では、身近にある人・場所・ 

モノを資源と捉え、“価値ある資源”に変換し、クラブと 

地域が相互に強化し合う循環を作る活動をしている。 

イ 事業の背景 

(ｱ) きっかけ 

徹底した地域密着のホームタウン活動と環境づくりを含めたスポーツの 

普及活動を推進し、地域の方々、自治体、企業等と手を取りあって、他の地

域にはない活力にあふれた「山雅スタイル」のまちづくりを目指して活動し

ている。 

(ｲ) 現状 

『子どもたちを笑顔に』『地域に暮らすみんなを笑顔に』『山雅を使って地

域をもっと元気に』の３つを掲げ、まちの問題に対して、松本山雅ＦＣの持

つリソースで解決方法を考える『地域イベント依頼型』、松本山雅ＦＣが地域

住民の皆様のハブとなって、持続可能な解決方法を共に考える『地域課題解

決型』といったホームタウン活動を行っている。 

(ｳ) 協力団体 

地域団体、自治体、学校、福祉施設、企業ｅｔｃ 

ウ 開催結果 

2025 シーズンは地域貢献活動として合計 669 回実施（ホームタウン 11 市町

村、その他市町村） 
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エ 成果・課題と今後の展望 

    それぞれの地域のニーズや背景、情勢、ストーリー、顧客ターゲットなどに

合わせた活動が行え、それぞれの問題解決や目標達成のため効果がある。 

ひいては、企業・団体様の価値が上がるよう松本山雅ＦＣを有効活用してい

ただければと思う。 

 

３ 質疑応答・意見交換 

⑴ 人が最大の資源 

ア 人・環境・組織・物・場所・風景・つながりすべてが地域資源となりうるが、

中でも「人」が最重要 

イ 地域にはエネルギーを持つ人がいる。足元の宝物（人）に気づき、引き出す

ことが大切 

ウ 地元愛・伝統を大切にする姿勢が地域の力になる 

⑵ 同じ想いを持つ仲間づくりがすべての出発点である 

ア 共感・共鳴する仲間をつくることが最初の一歩（「越境」） 

イ 一人のアイデアが対話によって広がり、実現していく 

ウ アイデアを出す人・共感する人・意見を言う人・専門知識や行動力のある人

など、多様な立場の関わりが不可欠 

エ 行政職員・住民・町会が一緒につくり上げることが重要 

⑶ 火付け役・旗振り役の存在が不可欠 

ア 自然発生的には何も起こらないため、仕組みの工夫と旗振り役が必要 

イ 機動力・フットワークが軽く、しがらみのない人（例：地域おこし協力隊）

が全地区に欲しい 

ウ ただし、地区活動では無報酬になりがちな点は課題 

⑷ 熱量とワクワク感が推進力 

ア 熱量・ワクワクする気持ちが周囲に伝わり、人を巻き込む 

イ 主催者自身が楽しんでいることが重要 

ウ 冷めないうちに動くことが成功につながる 

エ きっかけは何でもＯＫ 

⑸ 地区を越えた交流・つながりが新たな価値を生む 

ア 地区の境界を越えた結びつきが活動を豊かにする 

イ 他地区からの参加により、自分たちの活動を再認識できる 

ウ 自地区では実現できなかったことが他地区との協力で実現することも 

エ 他地区の取組みに参加することで、地区住民間や団体内の親睦を深める機会

として活用できる 

⑹ 持続可能な仕組みづくり 

ア 住み続けたい人たちが主体となり、多くの人が関わることで長続きする 

イ 既存の成功事例も維持・継続のための工夫が必要 

ウ 楽しい場・企画には自然と人が集まる 
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４ まとめ 

地域資源とは何か、実践事例の発表を通じて、身近な地域資源をどう見つめ、つ

くり、発信し、つなげていくかを参加者とともに考えた。熱意を持って活動に取り

組む発表者の姿は参加者の心を惹きつけ、普段当たり前にあるものでも、視野を広

げ見方を変えることで地域資源と成り得るものがあることを気付かせてくれた。 

また、どの事例においても、活動の原点は一人の想いやアイデアにあり、それが

対話と共感によって広がり、地区を越えたつながりへと発展していった。自然発生

的には何も起こらない中で、熱量を持って動く火付け役の存在と、アイデアを出す

人・共感する人・専門知識を持つ人など多様な立場の関わりが、活動を支え継続さ

せていることも学んだ。 

地域資源は「物」だけでなく「人」も含まれると考え、地域を愛し、熱意を持っ

て活動する人々こそが地域の大きな資源であると言い切ることができる。どれだけ

地域を巻き込み、人と人がつながれるか。広い視野で地域の資源（魅力）を捉え、

ワクワクする熱量が波及しながら、持続可能な地域づくりへとつながっていくこと

を期待する。 
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